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国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
た
か
だ
ち
お
ち
」
解
題
・
翻
刻

粂　
　
　

汐　

里

要
　
旨

　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
た
〔
か
だ
〕
ち
お
ち
」
は
、
源
義
経
の
最
期
を
描
い
た
幸
若
舞
曲
『
高
館
』
『
含
状
』
を
一
続
き
と
し
た
特
異
な
写

本
で
、
同
様
の
形
式
を
も
つ
写
本
と
し
て
は
、
『
高
館
』
の
最
古
写
本
で
あ
る
大
方
家
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
『
高
館
』
に
あ
た
る
前
半

部
の
本
文
系
統
は
大
頭
系
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
一
部
に
独
自
本
文
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
後
半
の
『
含
状
』
に
あ
た
る
本
文
系
統
は
、
文
禄
本

の
系
統
に
近
い
が
、
結
末
に
近
い
箇
所
に
ま
と
ま
っ
た
独
自
本
文
が
み
ら
れ
る
。
幸
若
舞
曲
の
演
目
成
立
を
解
明
す
る
貴
重
な
一
本
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
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【
解
題
】

　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
た
〔
か
だ
〕
ち
お
ち
』
（
以
下
、
「
国
文
研
本
」
と
称
す
）
は
、
幸
若
舞
曲
『
高
館
』
『
含
状
』
に
あ
た
る
内

容
を
、
内
題
を
付
さ
ず
に
ひ
と
続
き
に
記
し
、
一
冊
に
な
し
た
写
本
で
あ
る
。
当
初
か
ら
『
高
館
』
『
含
状
』
が
一
体
と
な
っ
た
形
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。

　

『
高
館
』
は
、
奥
州
平
泉
の
高
館
御
所
に
逃
げ
の
び
た
義
経
主
従
が
、
頼
朝
の
差
し
向
け
た
追
討
軍
に
攻
め
込
ま
れ
落
城
す
る
物
語
で
、

鈴
木
亀
井
兄
弟
の
再
会
、
熊
野
権
現
に
由
来
す
る
鈴
木
家
重
代
の
腹
巻
の
こ
と
、
鈴
木
兄
弟
の
奮
戦
と
弁
慶
の
立
ち
往
生
な
ど
、
主
に
九

人
の
忠
臣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
軸
に
展
開
す
る
。
『
高
館
』
に
次
ぐ
『
含
状
』
で
は
、
弁
慶
の
死
を
知
っ
た
義
経
が
兼
房
に
命
じ
て
北
の
方

と
二
人
の
若
君
を
殺
害
さ
せ
、
自
身
も
切
腹
し
高
館
御
所
ご
と
炎
に
飲
み
込
ま
れ
る
と
い
う
壮
絶
な
最
期
が
描
か
れ
る
。
曲
名
の
「
含
状
」

は
、
焼
け
跡
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
義
経
の
首
が
く
わ
え
て
い
た
巻
物
に
、
梶
原
の
讒
言
に
よ
っ
て
死
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
が

つ
づ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
拠
る
。

　

現
存
す
る
『
高
館
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
未
見
の
も
の
も
含
め
て
四
〇
点
以
上
と
か
な
り
の
本
数
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
『
含
状
』

は
、
国
文
研
本
と
、
近
年
、
小
林
健
二
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
梵
舜
旧
蔵
写
本
も
含
め
八
本
が
し
ら
れ
る
の

み
で
、
他
の
幸
若
舞
曲
に
く
ら
べ
て
極
め
て
伝
本
が
少
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
諸
本
中
、
最
古
写
本
で
あ
る
大
方
家
蔵
『
高
館
』
（
天
正
十
四
年
〈
一
五
八
六
〉
以
前
成
立
、
以
下
「
大
方
家
本
」

と
称
す
）
を
紹
介
し
た
小
林
健
二
氏
は
、
大
方
家
本
が
『
高
館
』
『
含
状
』
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
識
語
に
「
高
館
之
本
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
、
そ
の
詞
章
に
口
語
り
の
面
影
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
『
含
状
』
諸
本
の
中
で
も
成
立
の
早
い
文
禄
本
系
統
に
近
い
本
文
を
有
す
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る
こ
と
、『
含
状
』
に
は
上
演
記
録
が
な
く
初
出
は
文
禄
二
年
書
写
の
文
禄
本
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
、「
原
「
高

館
」
は
義
経
の
最
期
と
、
そ
の
後
日
譚
で
あ
る
「
含
状
」
を
一
体
と
し
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
強
い
と
言
え
る
」
と
結
論
付
け
て

い
( (

(
る
。
加
え
て
、
『
高
館
』
『
含
状
』
が
一
体
と
な
っ
た
大
方
家
本
の
形
こ
そ
、
原
『
高
館
』
に
近
く
、
詞
章
が
固
定
化
さ
れ
る
以
前
の
姿

を
留
め
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

こ
の
こ
と
と
併
せ
考
え
る
べ
き
は
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
幸
若
舞
曲
の
判
官
物
の
連
続
性
で
あ

( (

(

る
。
と
り
わ
け
義
経
の
没

落
か
ら
死
を
描
く
『
富
樫
』
『
笈
捜
』
『
八
島
』
『
和
泉
が
城
』
『
清
重
』
『
高
館
』
『
含
状
』
は
統
一
さ
れ
た
設
定
を
持
つ
な
ど
、
作
品
世
界

を
共
有
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
演
目
の
母
体
に
義
経
を
主
人
公
と
し
た
長
編
の
物
語
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
―

一
七
二
五
）
が
水
戸
藩
士
・
安あ

積さ
か

澹た
ん
ぱ
く泊

に
宛
て
た
書
簡
に
は
『
和
泉
が
城
』
『
高
館
』
『
含
状
』
が
一
体

と
な
っ
た
「
高
館
草
紙
」
な
る
書
物
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

( (

(

り
、
幸
若
舞
曲
『
高
館
』
の
他
に
、
『
高
館
』
『
含
状
』
あ
る
い
は
そ
れ
以
外

の
テ
キ
ス
ト
を
合
併
し
た
内
容
の
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
国
文
研
本
も
ま
た
、
そ
う
し

た
判
官
物
の
連
続
性
を
念
頭
に
お
い
て
編
ま
れ
た
『
高
館
』
の
一
伝
本
で
あ
り
、
義
経
の
最
期
を
め
ぐ
る
舞
曲
の
原
態
に
迫
る
貴
重
な
一

本
と
な
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
当
該
本
の
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
簡
略
に
国
文
研
本
の
書
誌
を
記
す
。

〈

所
蔵
者
整
理
書
名
〉
た
□
□
ち
お
ち

〈

整
理
番
号
〉
タ
７-

７
０

〈

外
題
〉
左
肩
短
冊
題
箋
に
「
た
□
□
ち
お
ち
」
と
墨
書
。
□
箇
所
は
汚
れ
の
た
め
判
読
不
可
。　

〈

内
題
〉
な
し
。
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〈

書
写
年
次
〉
江
戸
時
代
前
期
。

〈

表
紙
〉
柿
渋
色
地
に
菊
菱
形
型
押
紋
様
。

〈

見
返
〉
本
文
共
紙
。

〈

料
紙
〉
楮
紙
。

〈

装
訂
〉
袋
綴
。

〈

数
量
〉
一
冊
。

〈

寸
法
〉
縦
二
四
・
六
糎
×
横
一
六
・
八
糎

〈

行
数
〉
七
行
。

〈

本
文
字
高
〉
一
九
・
六
糎
。

〈

紙
数
〉
六
一
丁
。

〈

挿
絵
〉
な
し
。

〈

本
文
〉
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。

〈

曲
節
〉
な
し
。

〈

蔵
書
印
〉
「
横
」
（
墨
単
郭
円
形
、
一
丁
オ
・
五
八
丁
ウ
）
。

〈

奥
書
〉
「
奥
州
仙
台
志
田
郡
／
千
石
村
／
佐
藤
勘
六
／
持
用
也
」
（
五
九
丁
ウ
）

「

奥
州
仙
台
／
志
田
郡
千
石
村
／
佐
藤
勘
六
／
持
用
也
」
（
六
一
丁
オ
）

　

伝
来
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
五
九
丁
ウ
～
六
一
丁
オ
に
、
奥
州
仙
台
志
田
郡
千
石
村
（
現
在
の
宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
）
の
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佐
藤
勘
六
な
る
人
物
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
筆
跡
で
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

に
か
け
て
の
金
銭
の
記
録
や
計
算
式
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
た
め
、
成
立
年
を
示
す
と
は
い
え
な
い
。

　

次
に
、
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
現
存
す
る
伝
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
《 

》
に
は
、
閲
覧
媒
体
を
記
し
た
。

高
館　

★
「
含
状
」
を
合
写
す
る
も
の
。

幸
若
舞
曲
正
本

　

越
前
幸
若
系

　
　

小
八
郎
家
系

　
　

甲　

毛
利
家
本　

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
写　

《
『
幸
若
舞
曲
集
・
序
説
』
／
『
毛
利
家
本　

舞
の
本
』
》

　
　
　
　

内
閣
文
庫
本　

江
戸
初
期
写　

《
『
古
典
文
庫　

舞
の
本
』
上
／
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
八
》

　
　
　
　

打
波
本
家
（
越
前
）
家　

江
戸
中
期
写　

《
『
朝
日
町
誌　

資
料
編
一
』
》

　
　
　
　

伊
藤
本　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
写

　
　

乙　

大
道
寺
家
本　

江
戸
初
期
写

　
　
　
　

蓬
左
文
庫
蔵
本
（
大
道
寺
家
本
の
謄
写
本
）

　
　
　
　

天
理
図
書
館
藤
井
本　

江
戸
初
期
写

　
　
　
　

天
理
図
書
館
藤
井
氏
一
本
（
松
村
本
）　

江
戸
中
期
写

　
　

弥
次
郎
家
系

　
　
　
　

慶
応
大
学
伝
小
八
郎
本　

江
戸
初
期
写
《
『
東
洋
文
庫　

幸
若
舞
』
二
》
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大
頭
系

　
　

文
禄
本
系

　
　
　

甲　

文
禄
本
（
上
山
宗
久
本
）　

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
写
《
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

舞
の
本
』
》

　
　
　
　
　

十
行
古
活
字
版
（
名
古
屋
市
立
図
書
館
河
村
本
目
録
に
よ
る
。
戦
災
焼
失
）

　
　
　
　
　

十
行
古
活
字
本
断
簡
か　

《
川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
》

　
　
　
　
　

寛
永
丹
緑
本
《
吉
田
小
五
郎
『
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
』
》

　
　
　
　
　

寛
永
整
版
本
（
霞
亭
文
庫
）
《
『
寛
永
版　

舞
の
本
』
三
弥
井
書
店
／
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

舞
の
本
』
》

　
　
　

丙　

関
大
平
川
家
本　

江
戸
後
期
写
《
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
二
》

　
　
　
　
　

�

大
江
本
二
種
（
嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉
写
本
、
明
治
四
十
五
年
〈
一
九
一
二
〉
写
本
）
《
『
大
江
の
幸
若
舞
』
／
『
幸
若
舞

曲
研
究
』
三
》　

　
　

左
兵
衛
本
系

　
　
　
　
　

天
理
図
書
館
大
頭
左
兵
衛
本　

室
町
時
代
後
期
写
《
『
幸
若
舞
曲
集
・
本
文
』
》

　
　
　
　
　

京
大
本
（
杉
原
本
）　

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
写
《
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
三
》

　

そ
の
他

　
　

内
閣
文
庫
別
本
「
た
か
た
ち　

こ
し
こ
へ
」
写
一
冊
（
『
腰
越
』
と
合
写
）

　

★
大
方
家
本　

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
以
前
写
《
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
四
》

　
　

�

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本　

写
一
帖　

江
戸
前
期
写　

『
高
館
』
『
含
状
』
で
二
番
一
冊　

h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
.
n
i
j
l
.

a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
1
0
0
1
6
7
4
3
7
/
v
i
e
w
e
r
/
1
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★
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本　

＊
翻
刻
底
本

　
　

多
和
文
庫
蔵
「
高
舘
物
語
」
写
一
冊　
　

版
本
の
転
写
本
《
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
２
７
１-

１
２
２-

４
》　

絵
巻
・
絵
本

　

舞
の
本
刊
行
以
前

　
　

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
三
冊　

室
町
末
期
写

　
　

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
絵
本
（
絵
欠
）　

室
町
末
期
写
《
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
７
３-

５
１
０-

２
》

　
　

滋
賀
県
西
福
寺
蔵
横
型
絵
本
二
冊　

江
戸
初
期
写
《
『
た
か
た
ち
』
文
栄
堂
》

　

舞
の
本
刊
行
以
後

　
　

岩
瀬
文
庫
蔵
横
型
絵
本
三
冊　

寛
文
頃

　
　

井
田
等
氏
蔵
横
型
絵
本
三
冊　

江
戸
前
期
《
工
藤
早
弓
『
奈
良
絵
本　

上
』
》

　
　

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
絵
巻
一
軸　

寛
文
頃

　
　

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
絵
本
大
本
二
冊　

寛
文
延
宝
頃

　

そ
の
他
絵
画
資
料

　
　

東
京
国
立
博
物
館
蔵　

狩
野
晴
川
院
模
写
白
描
絵
巻　

一
軸　

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

　

未
見

　
　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
高
た
ち
」
写
一
冊　

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）　

後
見
返
し
「
正
保
三
年/

新
川
孫
七
郎
」
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東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
「
た
か
た
ち
」
写
一
冊　

江
戸
中
期
写　

《
『
南
葵
文
庫
蔵
書
目
録
』
》

　
　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　

明
治
写

　
　

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本　

版
本
の
転
写
本
《
『
神
習
舎
玉
簏
目
録
』
》

　
　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
高
館
草
紙
」
写
一
冊　

版
本
の
転
写
本

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
高
館
草
紙
」
写
二
巻
一
冊　

江
戸
末
期

　
　

彰
考
館
文
庫
旧
蔵　

安
永
八
年
伊
勢
貞
丈
補
写
一
冊

　
　

正
宗
文
庫
蔵
「
高
館
草
子
」
写
一
冊　

〔
江
戸
前
期
〕
写　

一
冊

　
　

根
津
美
術
館
蔵　

絵
巻　

　
　

弘
文
荘
11　

絵
本
二
冊

　
　

弘
文
荘
20　

絵
本
元
禄
頃
三
冊

　
　

三
都
古
典
連
合
会　

絵
本
三
冊

　
　

思
文
閣
155　

絵
本　

寛
文
延
宝　

三
軸

　
　

個
人
蔵　

絵
本
横
本
三
冊

古
浄
瑠
璃

　
　

�

松
廼
舎
文
庫
蔵
（
戦
災
焼
失
）
「
た
か
た
ち
五
段
」
一
冊
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
刊
、
寺
町
妙
満
寺
之
前
勝
兵
衛
板
《
『
古
浄
瑠

璃
正
本
集
』
一
》
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含
状　

★
「
高
館
」
を
合
写
す
る
も
の
。

　

①
大
頭
一
本　

江
戸
初
期
写
《
『
幸
若
舞
曲
集
・
本
文
』
／
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
八
》

　

②
文
禄
本　

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
写
《
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

舞
の
本
』
》

　

③
大
阪
大
谷
大
学
蔵
本
（
中
野
荘
次
氏
旧
蔵
）　

江
戸
前
期
写
《
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
一
》　

　

④�

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本　

写
一
帖　

江
戸
前
期
写　

『
高
館
』
『
含
状
』
で
二
番
一
冊　

h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
.
n
i
j
l
.

a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
1
0
0
1
6
7
4
3
7
/
v
i
e
w
e
r
/
1

　

⑤
慶
応
大
学
伝
小
八
郎
本
（
初
葉
一
枚
の
み
存
）　

江
戸
初
期
写
《
『
幸
若
小
八
郎
正
本　

幸
若
舞
曲
集　

下
』
》

　

⑥
★
大
方
家
本
の
「
含
状
」
該
当
箇
所
《
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
四
》

　

⑦
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本　

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
書
写
、
梵
舜
旧
蔵
写
本

　

⑧
★
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

　

『
高
館
』
の
校
合
に
際
し
て
は
、
幸
若
舞
曲
正
本
の
み
を
対
象
と
し
、
傍
線
部　
　

の
代
表
的
な
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
。
『
高
館
』

に
は
正
本
以
外
に
も
、
多
く
の
絵
巻
・
絵
本
、
流
派
不
明
な
本
文
の
み
の
写
本
も
多
数
伝
わ
る
が
、
今
回
は
校
合
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

ま
た
『
高
館
』
の
幸
若
舞
曲
本
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
池
田
広
司
氏
、
小
林
健
二
氏
に
よ
っ
て
主
要
伝
本
の
校
合
が
な
さ

( (

(

れ
、「
幸
若
系
、

大
頭
系
と
一
往
大
き
く
分
け
ら
れ
る
も
の
の
、
本
文
の
大
き
な
改
訂
は
な
く
、
口
頭
伝
承
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
説（

マ
マ
）

教
節
や
浄
瑠
璃
十
二
段

の
異
同
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
文
字
伝
承
に
よ
る
異
同
と
し
て
扱
え
る
」
（
池
田
論
文
）
と
の
見
解
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
紹

介
さ
れ
た
大
方
家
本
は
、
詞
章
に
語
り
物
の
面
影
を
留
め
た
異
同
の
多
い
テ
キ
ス
ト
で
、
厳
密
な
校
合
は
難
し
い
一
本
で
あ
る
が
、
最
古

写
本
で
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
比
較
の
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
古
浄
瑠
璃
の
『
た
か
だ
ち　

五
段
』
は
、
『
高
館
』
に
あ
た
る
内
容
を
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終
え
た
の
ち
、
『
含
状
』
の
内
容
で
あ
る
義
経
の
最
期
を
も
添
え
て
お
り
、
大
方
家
本
、
国
文
研
本
と
と
も
に
『
高
館
』
『
含
状
』
を
一
体

化
さ
せ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
考
察
の
対
象
に
加
え
た
。

　

諸
本
を
比
較
し
た
結
果
、
国
文
研
本
の
本
文
は
大
頭
系
に
近
い
が
、
他
本
に
は
な
い
独
自
本
文
が
数
か
所
み
ら
れ
る
。
中
で
も
注
目
す

べ
き
は
、
『
高
館
』
の
終
曲
部
分
に
あ
た
る
衣
川
に
て
立
往
生
を
遂
げ
た
弁
慶
の
生
死
を
確
か
め
る
べ
く
、
奥
方
の
武
将
で
あ
っ
た
「
ぬ

ま
だ
て
（
の
ま
た
て
）
」
が
弓
の
筈
で
つ
つ
い
て
確
か
め
る
場
面
の
本
文
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
、
慶
応
大
学
伝
小
八
郎
本
、
文
禄
本
、

寛
永
整
版
本
、
関
大
平
川
家
本
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は
、
微
細
な
異
同
こ
そ
あ
れ
、
比
較
的
共
通
し
た
本
文
で
あ
る
の
に
対

し
、
国
文
研
本
は
幸
若
舞
曲
正
本
に
比
べ
て
簡
略
な
本
文
で
、
短
い
独
自
本
文
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
諸
本
が
「
ぬ
ま
だ
て
（
の
ま
た

て
）
」
と
す
る
名
を
、
国
文
研
本
の
み
「
ぬ
ま
さ
き
」
と
す
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

　

次
に
、
『
含
状
』
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
『
含
状
』
の
諸
本
は
底
本
も
含
め
①
～
⑧
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
村

上
学
氏
、
小
林
健
二
氏
に
よ
っ
て
、
②
③
④
⑥
⑦
の
系
統
と
、
①
⑤
の
系
統
と
に
分
け
ら
れ
て
い

( (

(

る
。
①
⑤
の
系
統
は
『
含
状
』
の
冒
頭

文
に
、
高
館
城
の
搦
め
手
を
死
守
し
て
い
た
鷲
尾
ら
五
人
の
活
躍
を
増
文
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
上
氏
は
こ
の
増
文
を
「
「
高
館
」
と
「
含

状
」
の
基
幹
プ
ロ
ッ
ト
と
の
間
隙
を
埋
め
、
義
経
物
語
と
し
て
の
完
全
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
作
業
」
と
み
な
し
た
。
さ
ら
に
、
他
本
で

二
人
と
な
っ
て
い
る
若
君
を
一
人
に
し
て
い
る
点
も
「
「
高
館
」
に
あ
わ
せ
て
一
人
に
し
」
た
と
解
せ
る
こ
と
か
ら
、
「
大
頭
一
本
の
形
が

後
出
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
。
最
古
写
本
で
あ
る
⑥
の
大
方
家
本
が
②
③
④
に
近
い
冒
頭
を
有
す
る
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
②
③
④
⑥
⑦
の

系
統
が
先
で
、
①
⑤
の
系
統
が
後
に
成
立
し
た
、
と
す
る
の
が
従
来
の
見
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
国
文
研
本
を
位
置
づ
け
る
と
、
搦
め
手
の

人
々
の
活
躍
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
君
も
二
人
登
場
す
る
た
め
、
②
の
文
禄
本
を
は
じ
め
と
す
る
系
統
に
属
す
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

②
の
系
統
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
省
略
が
あ
り
、
北
の
方
の
最
期
の
美
し
さ
、
そ
れ
を
手
に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
兼
房
の
く
ど
き

言
、
梶
原
を
挽
首
に
な
し
た
こ
と
等
、
こ
の
ほ
か
微
細
な
表
現
が
失
わ
れ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
略
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
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首
実
検
を
行
う
頼
朝
の
言
動
に
、
梶
原
へ
の
恨
み
言
を
の
べ
る
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
独
自
本
文
が
み
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
独
自
本
文
は
、
幸
若
舞
曲
正
本
の
い
ず
れ
に
も
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
国
文
研
本
が
い
か
な
る
経
緯
で
こ
う
し
た
独

自
本
文
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
回
校
合
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
絵
巻
、
絵
本
、
そ
の
ほ
か
多
数
の
写
本
群
を
含
め

て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

【
翻
刻
】

〈
凡
例
〉

一
、
本
文
は
原
文
通
り
を
原
則
と
し
、
当
て
字
も
原
本
通
り
表
記
し
た
。
字
体
は
正
字
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
、
底
本
の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
。

一
、�

反
復
記
号
「
〳
〵
」
「
ゝ
」
「
ヽ
」
「
々
」
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
が
、「
〳
〵
」
「
ゝ
」
が
漢
字
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
の
み
、「
々
」

に
改
め
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
記
・
誤
写
と
み
ら
れ
る
箇
所
に
は
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
、
判
読
が
不
明
な
箇
所
に
つ
い
て
は
□
で
表
記
し
た
。

一
、
各
丁
の
移
り
変
わ
り
は
（
１
オ
）
（
１
ウ
）
で
表
記
し
、
本
文
は
す
べ
て
追
い
込
み
と
し
た
。

一
、
補
入
の
箇
所
は
、
本
文
中
に
（　

）
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
や
訂
正
の
箇
所
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
通
り
表
記
し
た
。
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〈

本
文
〉

さ
る
間
よ
り
と
も
か
ち
わ
ら
へ
い
さ
う
か
け
と
き
を
ま
ち
か
く
め
し
て
の
御
ち
や
う
に
は
い
か
に
か
ち
は
ら
う
け
給
れ
よ
し
つ
ね
か
む
ほ

ん
に
お
ゐ
て
う
た
か
ふ
所
さ
ら
に
な
し
い
そ
き
よ
し
つ
ね
を
た
ひ
し
し
て
よ
を
を
さ
め
ん
と
の
御
ち
や
う
な
り
か
ち
わ
ら
う
け
給
と
申
て

な
か
さ
き
と
の
に
三
百
よ
き
を
た
ま
は
つ
て
い
そ
き
お
く
に
も
つ
き
し
か
は
さ
い
そ
く
ま
わ
し
せ
ひ
そ
ろ
い
や
す
ひ
ら
か
た
ち
（
１
オ
）

に
よ
り
き
し
て
る
ひ
の
太
郎
筆
と
り
に
て
は
や
ち
や
く
と
う
を
つ
く
る
そ
う
り
や
う
な
れ
は
に
し
き
と
つ
き
に
や
す
ひ
ら
ひ
つ
め
の
五
郎

た
ま
つ
く
り
ぬ
ま
く
ら
殿
御
き
や
う
た
い
そ
の
ほ
か
の
人
々
に
け
ん
そ
の
や
七
木
は
ら
の
け
ん
こ
く
も
ゐ
の
太
郎
あ
つ
せ
の
き
や
う
ふ
ひ

や
う
と
う
を
さ
き
と
し
て
み
や
う
じ
の
さ
ふ
ら
い
七
ひ
や
く
よ
き
そ
の
ほ
か
つ
か
ふ
つ
わ
も
の
と
も
七
千
三
（
１
ウ
）
百
よ
き
は
や
ち
や

く
と
ふ
を
つ
く
る
そ
も
〳
〵
こ
ろ
は
い
つ
な
る
ら
ん
ふ
ん
し
五
年
う
る
う
四
月
廿
七
日
今
日
は
日
か
ら
よ
か
ら
す
明
日
た
つ
の
こ
く
に
む

か
ふ
へ
し
と
さ
た
め
大
田
山
く
ち
な
か
む
ら
に
ち
ん
と
つ
て
む
か
へ
た
り
さ
て
た
か
た
ち
殿
に
は
か
た
き
む
か
ふ
よ
し
を
き
こ
し
め
し
さ

ふ
ら
ひ
た
ち
を
め
さ
る
ゝ
に
よ
ひ
ま
て
は
さ
ふ
ら
ひ
八
人
大
将
と
も
に
九
人
と
き
こ
へ
し
か
あ
く
る
（
２
オ
）
日
の
か
つ
せ
ん
に
十
人
の

や
う
を
く
わ
し
く
た
つ
ぬ
る
に
き
し
う
く
ま
の
ゝ
ち
う
人
に
す
ゝ
き
の
三
郎
し
け
い
ゑ
に
て
も
の
ゝ
あ
わ
れ
を
と
ゝ
め
た
り
あ
る
夜
す
ゝ

き
女
ほ
う
に
か
た
る
や
う
な
に
か
し
思
ふ
事
あ
り
て
此
あ
か
つ
き
お
う
し
う
に
く
た
る
へ
し
心
の
ま
ゝ
に
く
た
り
を
ほ
せ
君
も
め
て
た
ふ

ま
し
ま
さ
は
み
や
う
ね
ん
の
な
つ
の
こ
ろ
た
よ
り
の
ふ
み
を
ま
い
ら
せ
ん
な
（
２
ウ
）
つ
の
こ
ろ
し
も
す
き
ゆ
か
は
う
き
世
は
ふ
ち
や
う

の
な
ら
ひ
に
て
み
ち
の
く
さ
は
の
露
し
も
と
も
き
え
ぬ
る
よ
と
お
ほ
し
め
し
後こ

世
を
は
と
ふ
て
た
ひ
給
へ
い
と
ま
申
て
さ
ら
と
て
ち
た
ひ

か
す
ゝ
き
殿
く
ま
の
そ
た
ち
の
人
な
れ
は
山
ふ
し
す
か
た
に
さ
ま
を
か
へ
を
い
と
つ
て
か
た
に
か
け
も
の
う
き
た
け
の
つ
へ
を
つ
き
そ
の

ふ
し
〳
〵
に
よ
を
こ
め
て
ふ
し
し
ろ
を
た
ち
出
ゝ
は
（
３
オ
）
や
こ
ゝ
の
へ
に
つ
き
に
け
り
ひ
と
め
し
の
ふ
の
た
ひ
な
れ
は
い
つ
し
か
花

の
み
や
こ
を
は
か
す
み
と
ゝ
も
に
ま
き
れ
出
あ
ら
し
な
か
山
と
を
り
す
き
ほ
つ
こ
く
み
ち
の
う
き
な
ん
し
よ
を
く
た
ら
せ
給
ひ
け
る
ほ
と

に
人
か
や
と
を
か
さ
ゝ
れ
は
や
ふ
れ
た
と
う
と
い
わ
の
ほ
ら
か
み
す
み
あ
ら
す
や
し
ろ
を
は
や
と
な
き
ま
ゝ
の
や
と
ゝ
し
て
く
た
ら
せ
給
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ひ
け
る
ほ
と
に
七
十
五
に
ち
と
申
に
は
（
３
ウ
）
を
う
し
う
は
こ
ろ
も
川
た
か
た
ち
の
御
し
よ
に
つ
き
給
ふ
す
ゝ
き
な
に
と
か
お
も
ひ
け

ん
を
い
す
ゝ
か
け
を
は
か
た
は
ら
に
と
り
か
く
し
う
ち
か
け
と
つ
て
き
る
ま
ま
に
十
五
ふ
か
け
た
る
あ
み
か
さ
ふ
か
〳
〵
と
ひ
つ
こ
う
て

た
ち
わ
き
は
さ
み
た
か
た
ち
と
の
ゝ
御
う
ち
を
こ
こ
や
か
し
こ
に
を
見
申
に
ふ
し
き
や
な
き
し
う
ふ
ち
し
ろ
に
て
う
け
給
を
よ
ひ
し
は
ひ

は
ん
と
う
は
ん
そ
（
４
オ
）
せ
う
人
さ
な
か
ら
み
ち
に
み
ち
〳
〵
て
も
ん
く
わ
ひ
に
こ
ま
の
た
て
と
も
な
き
や
う
に
う
け
給
を
よ
ひ
し
に

な
に
と
し
て
ひ
そ
か
に
ま
し
ま
す
ら
ん
と
お
も
ひ
も
ん
の
か
ら
い
し
き
に
こ
し
を
か
け
御
う
ち
の
て
い
を
き
ゝ
い
た
り
あ
ら
い
た
は
し
や

た
か
た
ち
殿
の
御
し
よ
に
は
か
た
き
む
か
ふ
と
き
こ
し
め
し
さ
ふ
ら
ひ
た
ち
を
め
さ
る
ゝ
に
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ
へ
ん
け
い
を
さ
き
と
（
４

ウ
）
し
て
さ
ふ
ら
ひ
八
人
御
ま
へ
に
か
し
こ
ま
る
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
い
か
に
か
た
〳
〵
よ
し
つ
ね
か
く
ひ
を
と
つ
て
く
わ
ん
と
う

へ
の
ほ
せ
こ
う
さ
ん
を
も
申
く
ん
こ
う
の
し
や
う
に
あ
つ
か
ら
は
ほ
う
こ
う
の
ち
う
に
は
こ
せ
を
と
へ
い
か
に
〳
〵
と
の
た
ま
へ
は
む
さ

し
ほ
う
へ
ん
け
い
は
あ
さ
さ
ら
わ
ら
つ
た
は
か
り
な
り
そ
の
ほ
か
に
と
つ
て
も
か
た
お
か
の
八
郎
と
か
め
ひ
の
六
郎
と
め
と
め
を
き
つ

（
５
オ
）
と
見
あ
わ
せ
こ
は
く
ち
を
し
き
御
ち
や
う
か
な
た
れ
あ
つ
て
此
中
に
君
の
御
く
ひ
を
給
く
わ
ん
と
う
へ
の
ほ
せ
こ
う
さ
ん
を
は

申
へ
き
こ
れ
に
有
あ
ふ
人
々
は
み
な
御
と
も
に
こ
そ
お
ほ
す
ら
ん
さ
は
あ
り
な
か
ら
此
中
に
お
ち
ん
と
思
ふ
人
あ
ら
は
ひ
ら
に
い
と
ま
を

申
て
を
ち
よ
た
れ
も
う
ら
み
は
の
こ
る
ま
し
と
さ
し
き
を
き
つ
と
見
わ
た
し
け
れ
は
よ
し
た
け
ひ
ろ
つ
（
５
ウ
）
な
一
と
う
に
す
ゝ
し
く

申
さ
れ
た
る
物
か
な
た
れ
も
か
や
う
に
申
た
き
御
返
事
に
て
候
そ
や
お
も
ふ
に
か
た
き
あ
か
つ
き
よ
す
へ
し
あ
ふ
て
か
ら
め
て
二
て
に
わ

け
んぬ

こ
と
あ
ら
し
み
か
た
は
ふ
せ
い
成
と
も
両
ち
ん
に
む
（
ら
）
か
つ
て
い
く
さ
は
花
を
ち
ら
す
へ
し
ま
た
ほ
の
く
ら
き
そ
う
ちて

う
に
あ

れ
は
お
ふ
て
こ
れ
は
か
ら
め
て
な
ん
と
ゝ
て
こ
ゑ
を
は
き
く
と
も
す
か
た
は
み
（
６
オ
）
し
わ
れ
も
人
も
心
し
つ
か
に
有
と
き
に
か
み
へ

申
て
御
し
ゆ
給
さ
い
こ
の
な
こ
り
お
し
む
へ
し
も
つ
と
も
し
か
る
へ
し
と
て
し
ゆ
〱
〱
の
た
い
へ
い
大
つ
ゝ
を
と
り
い
た
し
き
み
も
御
出

ま
し
〳
〵
て
女
は
う
た
ち
の
御
し
や
く
に
て
か
み
に
さ
か
つ
き
あ
か
り
け
れ
は
し
も
は
以
上
八
人
三
こ
ん
の
さ
け
す
く
れ
は
の
ち
は
た
か

ひ
に
（
入
）
み
た
れ
お
も
ひ
と
り
思
ひ
さ
し
ち
し
や
く
ち
も
り
の
ら
く
（
６
ウ
）
あ
そ
ひ
ま
ふ
つ
う
た
ふ
つ
の
む
ほ
と
に
か
め
い
か
の
ふ
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た
る
さ
か
つ
き
を
む
さ
し
殿
に
お
も
ひ
さ
し
た
つ
て
ま
い
を
そ
ま
い
に
け
る
ほ
う
ら
ひ
さ
ん
に
は
千
と
せ
ふ
る
ま
つ
の
ゑ
た
に
は
つ
る
す

く
う
い
わ
を
の
か
た
に
は
か
め
あ
そ
ふ
し
ほ
り
みみ

つ

か

し

ら

か
へ
し
か
も
の
入
く
ひ
し
き
の
は
か
へ
し
と
い
ふ
き
よ
く
を
も
み
に
も
ふ
て
さ
つ
と
ま

ひ
て
た
ち
ま
わ
る
と
こ
ろ
に
も
ん
く
わ
ひ
を
み
て
あ
れ
は
た
ち
（
７
オ
）
わ
き
は
さ
ん
た
お
の
こ
の
あ
み
か
さ
ま
ふ
か
に
ひ
つ
こ
う
た
る

か
か
ら
い
し
き
に
こ
し
を
か
け
か
め
い
か
ま
い
を
き
ゝ
い
た
り
か
め
い
の
六
郎
あ
れ
は
た
れ
な
る
ら
ん
と
お
も
ひ
け
れ
と
も
中
々
思
ひ
よ

ら
さ
る
事
な
れ
は
ま
ひ
す
て
に
ま
い
を
さ
め
し
や
く
に
て
か
け
て
い
た
り
け
る
や
ゝ
有
て
か
と
の
お
の
こ
の
こ
ゑ
と
し
て
大
き
な
る
こ
わ

ね
を
さ
し
あ
け
な
ふ
〳
〵
御
う
（
７
ウ
）
ち
に
あ
ん
な
ひ
申
さ
ん
と
た
か
ら
か
に
よ
は
わ
る
さ
し
き
の
人
々
な
り
を
し
つ
め
て
こ
と
の
し

さ
い
を
き
く
と
こ
ろ
に
む
さ
し
ほ
う
へ
ん
け
い
此
こ
ゑ
を
き
く
よ
り
も
こ
れ
は
か
た
き
の
や
つ
は
ら
か
あ
ん
な
い
け
ん
み
の
そ
の
た
め
に

い
つ
わ
り
ま
な
ん
て
き
た
り
た
り
せ
ひ
と
も
け
ふ
の
つ
か
ひ
を
は
あ
ま
す
ま
し
と
い
ふ
ま
ゝ
に
は
か
ま
の
そ
は
を
た
か
〳
〵
と
つ
て
な
き

な
た
お
つ
と
り
い
て
ん
と
（
８
オ
）
す
か
め
い
の
六
郎
も
つ
ゝ
ゐ
て
さ
し
き
を
つ
ん
と
た
つ
て
む
さ
し
か
た
も
と
を
ひ
き
と
ゝ
め
の
ふ
し

つ
ま
り
給
へ
む
さ
し
殿
ふ
し
き
や
な
此
こ
ゑ
を
き
い
た
る
や
う
に
お
も
ふ
と
て
む
さ
し
を
と
ゝ
め
て
か
め
い
は
し
り
出
て
み
て
あ
れ
は
し

や
き
や
う
す
ゝ
き
の
三
郎
殿
た
ひ
や
つ
れ
に
お
も
や
せ
て
一
人
こ
ゝ
に
た
ち
給
ふ
か
め
い
夢
と
も
わ
き
ま
へ
す
す
る
〳
〵
と
は
し
り
よ
り

す
ゝ
き
が
（
８
ウ
）
た
も
と
に
と
り
つ
け
は
あ
に
は
お
と
ゝ
に
と
り
つ
ゐ
て
さ
て
い
か
に
〳
〵
と
は
か
り
な
り
は
る
か
に
あ
り
て
す
ゝ
き

殿
な
に
事
か
あ
る
か
め
い
な
み
た
を
を
し
と
ゝ
め
そ
の
事
に
て
候
そ
や
君
の
御
う
ん
も
わ
れ
ら
か
う
ん
も
い
ま
此
と
き
に
つ
き
は
て
ゝ
あ

す
を
か
き
り
と
は
や
な
り
ぬ
そ
れ
を
い
か
に
と
申
に
ひ
て
ひ
ら
う
き
世
に
あ
る
ほ
と
は
き
み
を
も
た
つ
と
み
申
せ
し
か
う
い
む
ち
や
う
の

（
９
オ
）
な
ら
ひ
と
て
ひ
て
ひ
ら
こ
そ
の
ふ
ゆ
は
か
な
く
な
ら
せ
給
ふ
な
り
そ
の
子
と
も
わ
か
き
み
に
心
か
わ
り
を
つ
か
ま
つ
り
か
ま
く

ら
よ
り
の
け
ん
み
に
は
な
か
さ
き
の
四
郎
殿
を
申
下
し
給
ひ
つ
ゝ
さ
て
国
の
た
い
し
や
う
に
は
て
る
い
い

（
マ
マ
）た

て
か
む
か
ひ
つ
ゝ
大
田
山
く

ち
中
む
ら
に
ち
ん
と
つ
て
あ
る
と
き
い
て
候
と
て
も
御
身
か
ほ
と
に
お
ほ
し
め
し
た
つ
な
ら
は
五二

ね
ん
も
三
年
も
さ
き
に
御
く
た
り
ま
し

（
９
ウ
）
〳
〵
て
一
た
ん
ら
く
を
な
し
給
ひ
お
も
ひ
出
と
お
ほ
し
め
す
へ
き
に
な
ん
そ
つ
め
た
る
御
う
ん
か
な
明
日
の
御
か
（
つ
）
せ
ん
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に
今
日
く
た
り
給
ふ
事
よ
ろ
こ
ひ
の
中
の
な
け
き
也
こ
ん
ち
や
う
に
て
見
ゝ
へ
申
こ
そ
な
に
よ
り
も
つ
て
う
れ
し
う
候
へ
う
き
世
の
も
う

し
う
は
れ
て
あ
り
か
み
に
も
し
ろ
し
め
さ
る
ま
し
と
か
め
あ
や
し
む
人
あ
ら
し
を
ち
こ
ち
人
の
ふ
せ
い
し
て
御
か
へ
り
あ
れ
や
す
ゝ
き
殿

（
１
０
オ
）
す
ゝ
き
こ
の
よ
し
き
く
よ
り
も
ふ
か
く
な
り
か
め
い
り
や
う
も
ん
け
ん
ち
や
う
の
つ
ち
に
ほ
ね
を
は
う
つ
め
と
も
名
を
は
う

つ
ま
し
ふ
か
く
さ
よ
し
て
い
し
う
〳
〵
ふ
し
ふ
う
ふ
三
せ
の
き
え
ん
な
ふ
し
て
は
い
か
て
か
今
日
ま
い
る
へ
き
す
ゝ
き
か
参
て
候
と
か
み

に
申
せ
か
め
い
と
て
わ
ら
ち
ふ
み
ぬ
き
う
へ
に
き
た
る
う
ち
か
け
と
つ
て
ふ
わ
と
す
て
お
と
ゝ
□い

つ
れ
て
ほ
う
く
わ
ん
の
御
ま
へ
に
こ
そ

（
１
０
ウ
）
参
け
る
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
め
つ
ら
し
や
す
ゝ
き
し
や
く
やあ

く
に
世
かわ

ふ

あ

り

わ
り
い
ん
く
わ
か
き
り
の
と
う
り
に
よ
つ
て
へ

い
け
に
き
せ
し
そ
の
つ
み
の
き
け
い
一
人
の
身
に
か
わ
り
あ
す
を
か
き
り
と
は
や
成
ぬ
さ
れ
は
す
へ
の
露
も
と
の
し
つ
く
と
な
る
ふ
せ
い

一
し
や
う
た
も
ん
の
か
た
き
に
う
け
か
く
な
り
ぬ
る
と
お
も
ひ
な
は
人
を
も
世
を
も
う
と
む
ま
し
こ
れ
に
あ
り
あ
ふ
人
々
（
１
１
オ
）
も

を
と
し
た
く
は
お
も
へ
と
も
か
た
き
ゆ
る
さ
ね
は
ち
か
ら
な
し
わ
と
の
は
見
し
れ
る
人
も
あ
る
ま
し
と
ふ
〳
〵
く
ま
の
へ
か
へ
り
候
へ
み

し
物
と
お
も
ひ
な
は
ほ
う
こ
う
の
ち
う
に
は
こ後

せ
を
と
へ
い
か
に
〳
〵
と
有
け
れ
は
す
ゝ
き
こ
の
よ
し
う
け
給
こ
は
く
ち
を
し
き
御
ち
や

う
か
な
き
み
に
お
か
せ
る
と
か
な
ふ
し
て
御
は
ら
め
さ
れ
候
は
ん
せ
ん
こ
い
か
ゝ
と
思
ひ
け
ん
な
ん
そ
や
又
す
ゝ
き
め
か
月
日
こ
そ

（
１
１
ウ
）
お
ほ
き
に
今
日
参
あ
ふ
事
も
三
せ
の
き
ゑ
ん
く
ち
せ
ぬ
ゆ
へ
な
り
い
く
さ
さ
ん
し
て
ま
か
り
く
た
り
さ
も
あ
れ
君
の
御
さ
い

こ
と
こ
ろ
は
い
つ
く
な
る
ら
ん
と
思
ひ
や
り
申
た
る
は
か
り
に
て
も
ん
の
か
ら
い
し
き
に
こ
し
を
か
け
す
ゝ
き
め
一
人
す
こ
〳
〵
と
は
ら

き
り
な
は
な
ん
ほ
う
む
ね
ん
に
候
へ
き
せ
ひ
御
く
そ
く
一
両
給
つ
て
明
日
の
御
か
つ
せ
ん
に
う
ち
し
に
つ
か
ま
つ
ら
ん
と
申
き
つ
て
を
ち

ん
（
１
２
オ
）
す
る
け
し
き
は
な
か
り
け
り
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
此
う
へ
は
ち
か
ら
を
よ
は
す
と
て
御
さ
を
た
ゝ
せ
給
い
て
こ
さ
く

ら
を
と
し
の
よ
ろ
い
を
一
両
と
り
い
た
し
給
ひ
い
か
に
き
く
か
す
ゝ
き
と
の
此
よ
ろ
い
と
申
は
しを

く

り

の
ふ
の
さ
と
う
せ
ん
も
ん
か
子
と
も
の

も
う
け
の
そ
の
た
め
に
く
そ
く
を
二
り
や
う
お
と
し
た
て
あ
ひ
ま
つ
所
に
か
れ
ら
き
や
う
た
ひ
う
た
れ
ぬ
め
ん
ほ
く
な
け
れ
と
よ
し
つ
ね

さ
（
１
２
ウ
）
と
う
か
た
ち
へ
よ
つ
て
か
れ
ら
か
さ
い
こ
の
て
い
を
か
た
つ
て
き
か
せ
候
へ
は
母
の
に
こ
う
は
な
け
か
す
し
て
か
か
る
い
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ゑ
の
め
む
ほ
く
や
候
御
と
も
申
て
の
ほ
り
し
よ
り
こ
の
か
た
帰
ら
ん
事
は
ふぢ

や

う

し
き
そ
と
お
も
ひ
も
う
け
て
候
そ
や
ま
ち
て
か
い
な
き
此
か

た
み
又
み
ん
こ
と
の
は
か
な
さ
よ
誰
に
よ
ろ
い
を
と
ら
す
へ
き
わ
か
君
に
ま
い
ら
せ
ん
と
こ
さ
く
ら
お
と
し
を
よ
し
つ
ね
に
う
の
花
を
と

し
を
む
さ
し
殿
（
１
３
オ
）
に
ゑ
さ
せ
た
る
く
そ
く
な
り
ひ
と
つ
は
か
れ
ら
か
か
た
み
と
い
ひ
又
は
さ
ね
よ
き
も
の
ゝ
く
な
れ
は
し
せ
ん

の
事
の
あ
ら
ん
と
き
よ
し
つ
ね
ち
や
く
せ
ん
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
て
も
た
せ
て
侍
れ
と
も
御
へ
ん
に
こ
れ
を
と
ら
す
る
と
て
を
な
し
け
の

三
ま
い
か
ふ
と
に
う
ち
も
の
そ
へ
て
す
ゝ
き
か
ま
へ
に
と
う
と
を
い
て
た
ひ
や
つ
れ
に
さ
こ
そ
あ
る
ら
め
は
や
そ
こ
た
ま
わ
れ
す
ゝ
き
殿

す
ゝ
（
１
３
ウ
）
き
め
ん
ほ
く
ほ
と
こ
し
て
御
代
か
御
よ
の
御
と
き
せ
ん
り
や
う
ま
ん
両
給
つ
た
る
よ
り
い
ま
此
よ
ろ
い
に
し
か
し
と
て

か
わ
ら
け
と
り
あ
け
三
は
い
く
ん
た
る
す
ゝ
き
殿
の
し
よ
そ
ん
を
は
ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
り
さ
い
と
う
の
む
さ
し
は
大
な
る
な
み
た

を
は
ら
〳
〵
と
な
か
し
い
こ
く
は
み
ね
は
そ
は
し
ら
す
ほ
ん
ち
や
う
に
を
い
て
わ
か
君
の
御
う
ち
の
や
う
に
そ
ろ
ふ
た
る
こ
と
は
よ
も
あ

ら
（
１
４
オ
）
し
ゆ
へ
を
い
か
に
と
申
に
一
と
せ
い
せ
と
す
る
か
き
や
う
か
ま
く
ら
に
て
の
う
ち
し
に
つ
き
の
ふ
た
ゝ
の
ふ
か
し
に
さ
ま

い
ま
又
す
ゝ
き
か
七
十
五
日
ま
か
り
く
た
り
き
み
よ
り
き
せ
な
か
給
う
ち
し
に
つ
か
ま
つ
ら
ん
と
よ
ろ
こ
ふ
事
よ
か
ほ
と
ま
て
よ
き
わ
う

と
う
を
御
も
ち
あ
る
わ
か
君
の
御
く
わ
ほ
う
の
ほ
と
の
つ
た
な
さ
よ
せ
め
て
大
こ
く
四
五
か
こ
く
を
御
ち
き
や
う
な
き
事
こ
そ
（
１
４
ウ
）

く
ち
を
し
け
れ
夜
も
は
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
の
め
や
う
た
へ
や
も
つ
と
も
と
て
う
た
ふ
つ
ま
ふ
つ
さ
か
も
り
す
る
す
て
に
そ
の
夜
も
や
は
ん
は

か
り
の
こ
と
な
る
に
す
ゝ
き
の
三
郎
し
け
家
は
い
た
る
所
を
つ
ん
と
た
ち
中
も
ん
の
ろ
ふ
に
出
て
お
と
ゝ
の
か
め
い
を
ち
か
つ
け
て
い
か

に
や
か
め
い
よ
く
き
け
ほ
う
は
い
た
ち
も
き
ゝ
給
へ
こ
ん
と
し
け
家
ふ
ち
し
ろ
を
出
し
時
ち
う
代
に
つ
た
わ
れ
る
は
（
１
５
オ
）
ら
ま
き

を
一
両
き
て
く
た
る
そ
も
此
は
ら
ま
き
と
申
は
ゆ
や
こ
ん
け
ん
の
い
に
し
へ
ま
か
た
こ
く
の
あ
る
し
に
て
ふ
わ
う
の
中
の
ふ
わ
う
に
て
天

下
を
お
さ
め
た
ま
へ
は
か
い
た
ひ
こ
と
に
し
つ
か
な
り
し
か
れ
と
も
御
か
と
御
代
を
つ
か
せ
給
ふ
へ
き（

マ
マ
）

大
子
一
人
も
ま
し
ま
さ
す
い
か
な

ら
ん
き
さ
き
に
か
わ
う
し
の
た
ん
ち
や
う
有
へ
き
と
き
さ
き
の
か
す
を
そ
ろ
ふ
る
に
す
て
に
は
や
千
（
１
５
ウ
）
人
い
わ
ひ
申
な
り
て
う

あ
ひ
に
お
ほ
し
め
さ
れ
た
る
き
さ
き
に
た
に
わ
う
し
の
た
ん
し
や
う
あ
ら
さ
れ
は
ま
し
て
や
う
と
き
か
た
さ
ま
に
い
か
て
か
さ
ら
に
を
は
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す
へ
き
さ
れ
と
も
す
へ
の
き
さ
き
に
五
す
い
て
ん
と
申
こ
そ
御
く
わ
い
人
を
わ
し
ま
す
御
か
と
ゑ
い
ら
ん
な
の
め
に
て
す
て
に
は
や
よ
の

き
さ
き
御
き
し
よ
く
さ
ら
に
よ
か
ら
す
五
す
い
て
ん
に
う
ち
そ
い
て
す
て
に
一
の
き
さ
き
と
し
た
い
（
１
６
オ
）
り
へ
う
つ
し
申
さ
ん
と

せ
ん
き
ま
し
ま
す
折
ふ
し
す
百
人
の
き
さ
き
た
ち
こ
れ
を
ね
た
み
そ
ね
み
て
御
門
ま
し
ま
さ
ぬ
お
り
ふ
し
に
こ
す
い
て
ん
に
み
た
れ
入
も

の
ゝ
ふ
を
か
た
ら
ひ
き
さ
き
を
か
い
し
た
て
ま
つ
り
し
ん
山
ふ
か
く
す
て
給
ふ
さ
れ
と
も
き
と
く
ふ
し
き
に
や
し
か
い
も
や
ふ
れ
そ
ん
せ

す
こ
ろ
う
や
か
ん
も
ふ
く
さ
す
し
て
ま
ん
す
る
月
に
た
ん
ち
や
う
あ
る
し
か
も
た
い
し
に
て
（
１
６
ウ
）
お
わ
し
ま
す
人
す
む
山
に
て
あ

ら
さ
れ
は
ぢ
ん
り
ん
あ
た
り
に
た
ち
よ
ら
す
い
た
わ
し
や
母
の
に
う
み
を
ふ
く
しみ

給
へ
は
た
ち
ま
ち
に
じ
き
と
な
り
や
か
ん
の
も
の
を
と

も
と
し
て
と
し
月
を
ふ
る
ほ
と
に
あ
ま
の
い
わ
と
の
明
暮
て
は
や
七
さ
い
に
成
給
ふ
御
か
と
世
を
う
き
事
に
お
ほ
し
め
し
を
ん
こ
く
ゑ
ん

り
の
は
と
う
ま
て
た
つ
ね
給
へ
と
ま
し
ま
さ
す
す
て
に
は
や
く
ら
い
を
す
へ
（
１
７
オ
）
り
た
ま
ふ
お
り
ふ
し
た
つ
と
き
人
の
ま
し
ま
し

て
き
よ
所
を
た
つ
ぬ
る
折
ふ
し
に
た
い
し
を
見
つ
け
た
て
ま
つ
り
た
い
り
を
へ
そ
う
も
ん
す
し
ん
か
け
い
し
や
う
ふ
し
き
に
思
ひ
山
中
に

わ
け
入
て
く
わ
し
く
み
た
て
ま
つ
る
に
か
た
ち
は
五
す
い
て
ん
に
し
て
そ
の
お
も
か
け
は
た
か
は
す
た
い
し
御
年
七
さ
い
ま
て
人
を
見
な

れ
給
ね
は
し
ん
か
あ
た
り
へ
た
ち
よ
る
を
を
ち
の
か
せ
給
ふ
（
１
７
ウ
）
を
ち
け
ん
上
人
は
し
り
よ
り
た
い
し
を
い
た
き
と
り
申
ご
す
い

て
ん
の
し
か
い
を
は
山
中
に
ひ
や
う
を
つ
け
こ
め
た
て
ま
つ
り
た
い
し
を
は
う雲

上

ん
し
や
う
に
う
つ
し
た
て
ま
つ
る
御
門
ゑ
い
ら
ん
ま
し
〳
〵

て
ち
け
ん
ひ
ち
り
を
め
さ
れ
て
く
わ
し
く
た
つ
ね
給
ふ
に
ひ
ち
り
も
い
か
て
存
へ
き
し
ゆ
け
せ
き
し
や
う
を
心
か
け
き
よ
し
よ
を
た
つ
ぬ

る
折
ふ
し
に
た
い
し
を
見
つ
け
（
１
８
オ
）
た
て
ま
つ
り
て
さ
う
も
ん
申
候
と
あ
り
の
ま
ゝ
に
申
け
る
御
か
と
ゑ
い
ら
ん
ま
し
ま
し
て
お

う
に
こ
れ
る
世
に
む
ま
れ
て
か
い
を
た
も
つ
こ
う
ゐ
ん
か
か
ゝ
る
う
き
め
に
あ
ふ
事
も
ま
る
か
と
か
に
て
あ
ら
す
や
か
ゝ
る
国
に
す
ま
ひ

し
て
ゑ
き
な
き
事
と
お
ほ
し
め
し
ま
ん
り
の
ひ
し
や
と
申
て
こ
く
う
を
か
く
る
く
る
ま
に
今
の
た
ひ
し
も
ろ
と
も
に
す
て
に
の
り
給
ひ
け

る
第
一
の
（
１
８
ウ
）
し
ん
か
の
う
み
の
大
し
ん
し
け
た
か
お
く
み
の
ち
う
し
や
う
か
ね
み
つ
か
れ
ら
二
人
御
と
も
に
て
く
る
ま
の
四
方

に
ち
や
う
し
つ
ゝ
ひ
か
し
を
さ
し
て
と
ひ
給
ふ
わ
か
て
う
紀
伊
の
国
小
室
の
こ
ふ
り
お
と
な
し
里
に
し
て
は
ま
た
ゆ
や
こ
ん
け
ん
と
あ
ら
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わ
れ
給
ふ
し
ゆ

上
じ
や
う

を
さ
い
と
し
た
ま
へ
り
こ
す
い
て
ん
の
わ
う
し
は
に
や
く
わ
う
し
に
て
お
わ
し
ま
す
の
う
み
の
大
し
ん
は
こ
も
り
の

（
１
９
オ
）
み
や
も
け
ん
せ
ら
る
ゝ
お
く
み
の
中
将
は
ひ
き
や
う
や
し
や
こ
れ
也
そ
の
あ
と
を
し
た
ひ
申
ち
け
ん
上
人
と
ひ
き
た
つ
て
ひ

ち
り
の
み
や
と
け
ん
せ
ら
る
ゝ
そ
の
ほ
か
の
神
た
ち
し
た
い
〳
〵
に
き
ち
や
う
し
て
し
よ
し
や
明
神
五
大
わ
う
し
く
わ
ん
し
や
う
十
五
宮

こ
ん
か
ふ
や
し
や
し
よ
し
や
を
け
ん
せ
ら
る
ゝ
も
み
な
此
と
き
の
人
々
そ
や
し
か
る
に
か
め
い
よ
く
き
け
し
け
（
１
９
ウ
）
た
か
よ
り
し

け
い
ゑ
ま
て
十
六
代
と
お
ほ
ゆ
る
そ
し
け
た
か
い
に
し
へ
ま
か
た
国
よ
り
わ
か
て
う
へ
と
は
せ
給
ひ
し
折
ふ
し
御
門
ひ
や
う
ち
の
そ
の
た

め
に
此
は
ら
ま
き
を
め
さ
れ
て
と
ひ
来
り
給
ふ
な
り
代
々
ち
や
く
し
に
つ
た
わ
れ
る
い
ゑ
の
ち
う
代
今
此
鈴
木
ま
て
そ
う
て
ん
す
る
な
れ

は
此
た
ひ
も
身
を
は
な
さ
す
き
て
く
た
る
お
く
か
た
の
や
つ
は
ら
に
と
ら
れ
て
つ
ゐ
に
た
も
ん
（
２
０
オ
）
の
た
か
ら
と
な
さ
ん
を
し
さ

よ
そ
れ
と
て
も
ち
か
ら
な
し
し
け
家
は
め
ん
ほ
く
に
君
よ
り
き
せ
な
か
給
ぬ
此
ほ
と
の
つ
か
れ
に
て
二
両
か
さ
ね
ん
こ
と
か
た
し
御
へ
ん

に
こ
れ
を
と
ら
す
る
と
て
か
ら
に
し
き
お
と
し
こ
か
ね
さ
ね
の
は
ら
ま
き
を
ぬ
ゐ
て
か
め
い
に
と
ら
せ
け
る
か
め
い
は
ら
ま
き
ひ
つ
た

て
ゝ
こ
れ
見
た
ま
へ
人
々
六
み
や
う
き
や
う
の
そ
の
中
に
人
の
く
わ
ほ
う
は
き
に
よ
つ
て
二
（
２
０
ウ
）
な
ん
に
む
ま
れ
て
も
そ
う
り
や

う
を
つ
く
へ
し
と
と
か
れ
た
る
は
こ
ゝ
な
る
へ
し
此
時
い
ゑ
の
ち
う
代
を
か
め
い
の
六
郎
ゆ
つ
り
ゑ
て
ち
す
し
の
や
さ
き
に
あ
た
る
と
も

む
な
い
た
に
う
け
と
め
て
し
な
ん
す
事
の
う
れ
し
や
と
お
と
り
あ
か
つ
て
よ
ろ
こ
ふ
た
り
あ
つ
は
れ
ふ
し
の
て
ほ
ん
や
と
ほ
め
ぬ
人
こ
そ

な
か
り
け
り
す
て
に
そ
の
夜
も
あ
け
か
た
の
事
な
る
に
む
さ
し
ほ
う
へ
ん
け
い
い
た
る
（
２
１
オ
）
所
を
つ
ん
と
た
ち
四
間
と
こ
ろ
へ
つ

つ
と
入
い
つ
も
こ
の
む
か
ち
ん
の
ひ
た
ゝ
れ
み
つ
に
ほ
し
の
は
い
た
て
し
み
つ
ひ
き
り
や
う
の
ゆ
こ
て
さ
し
い
ま
た
よ
ろ
い
は
き
さ
り
け

り
二
し
や
く
は
か
り
の
う
ち
か
た
な
十
も
ん
し
に
さ
す
ま
ゝ
に
な
し
う
ち
ゑ
ほ
し
ひ
つ
こ
う
て
し
ら
あ
や
た
た
ん
て
は
ち
ま
き
に
む
す
と

し
め
四
し
や
く
二
寸
の
た
ち
は
い
て
人
々
御
め
ん
候
へ
と
て
四
間
の
て
い
よ
り
（
２
１
ウ
）
ち
う
も
ん
の
ろ
う
に
出
か
ろ
う
と
に
こ
し
を

か
け
ひ
か
し
む
き
に
そ
い
た
り
け
る
す
ゝ
き
の
三
郎
し
け
い
ゑ
も
き
よ
り
う
し
ま
す
の
ひ
た
ゝ
れ
君
よ
り
く
た
し
給
つ
た
る
こ
桜
お
と
し

の
よ
ろ
い
を
ち
や
く
し
三
尺
五
寸
し
や
く
と
り
つ
く
り
の
た
ち
は
ひ
て
卅
六
さ
い
た
る
お
う
な
る
く
ろ
の
そ
や
お
ふ
て
三
人
は
り
の
ま
ん
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中
み
き
り
こ
れ
も
四
間
の
て
い
よ
り
中
も
ん
の
ろ
う
に
出
か
ろ
う
と
に
こ
し
を
か
け
ひ
（
２
２
オ
）
か
し
む
き
に
そ
い
た
り
け
り
わ
し
の

を
か
た
お
か
く
ま
い
太
郎
け
ん
八
ひ
や
う
へ
ひ
ろ
つ
な
ひ
せ
ん
の
へ
い
四
郎
け
ゝ
の
よ
ろ
い
か
ふ
と
の
を
を
し
め
た
ち
を
は
き
め
と
〳
〵

き
つ
と
み
あ
わ
せ
た
り
此
人
々
の
あ
り
様
は
は
ん
く
わ
ひ
ち
や
う
り
や
う
あ
ん
ろ
く
さ
ん
も
お
も
て
を
そ
は
め
は
ち
ぬ
へ
し
そ
の
中
に
と

つ
て
も
か
め
い
の
六
郎
し
け
家き

よ

は
ひ
と
き
は
す
く
れ
て
か
た
つ
た
り
は
た
に
は
か
ら
く
れ
（
２
２
ウ
）
な
ひ
を
ひ
つ
ち
か
へ
せ
い
か
う
の

は
つ
た
る
に
よ
せ
か
きけ

め
ゆ
い
の
ひ
た
ゝ
れ
に
く
ゝ
り
を
ゆ
つ
て
し
め
た
り
け
る
や
う
は
い
と
う
り
の
さ
う
の
こ
て
ひ
や
く
た
ん
み
か
き

の
す
ね
あ
て
に
く
ま
の
か
わ
の
も
み
た
ひ
し
ろ
か
ね
わ
た
し
あ
く
つ
た
か
に
ふ
ん
こ
う
て
は
ひ
た
り
け
り
し
ゝ
に
ほ
た
ん
の
は
い
た
て
か

ら
に
し
き
を
と
し
こ
か
ね
さ
ね
の
は
ら
ま
き
か
ら
い
と
お
と
し
の
よ
ろ
い
の
み
の
と
き
と
か
ゝ
や
く
（
２
３
オ
）
を
三
両
か
さ
ね
て
さ
つ

く
と
き
を
と
り
あ
か
り
た
か
ひ
ほ
か
け
ゆ
つ
て
う
わ
を
ひ
ち
や
う
と
し
め
九
寸
五
分
の
よ
ろ
い
と
を
し
め
て
の
わ
き
に
さ
い
た
り
け
り
一

し
や
く
八
す
う
ち
か
た
な
十
も
ん
し
に
さ
す
ま
ゝ
に
三
し
や
く
八
す
ん
あ
を
へ
つ
く
り
の
た
ち
を
は
き
四
十
二
さ
い
た
る
た
か
う
す
ひ
や

う
は
つ
た
か
に
と
つ
て
つ
け
お
な
し
け
の
五
ま
い
か
ふ
と
に
く
わ
か
た
う
つ
て
い
く
ひ
に
き
し
ろ
あ
や
の
ほ
ろ
を
（
２
３
ウ
）
さ
つ
と
か

け
ぬ
り
こ
め
の
四
人
は
り
に
せ
き
の
し
め
つ
る
よ
つ
て
か
け
ま
ん
中
み
き
り
よ
こ
た
へ
て
よ
ま
の
て
い
よ
り
ち
う
も
ん
に
ゆ
る
き
出
た
る

あ
り
さ
ま
は
も
の
に
よ
く
〳
〵
た
と
ふ
る
に
め
い
ほ
く
大
し
は
く
た
わ
う
我
て
う
に
て
は
ま
さ
か
と
す
み
と
も
よ
し
野
山
に
て
な
を
あ
け

し
あ
ふ
し
う
の
た
ゝ
の
ふ
も
こ
れ
ほ
と
こ
そ
あ
り
つ
ら
め
き
り
や
う
に
よ
せ
て
出
た
つ
た
り
と
こ
ゑ
を
（
２
４
オ
）
そ
ろ
へ
て
ほ
め
た
り

け
り
す
て
に
そ
の
夜
も
あ
け
ゝ
れ
は
を
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
つ
た
つ
た
る
よ
し
こ
そ
き
こ
へ
け
れ
ま
つ
を
う
て
は
と
き
の
し
つ
け
ん
な

か
さ
き
殿
を
大
し
や
う
に
て
（
三
千
八
百
よ
き
）
ひ
か
し
の
も
ん
へ
を
し
よ
す
る
か
ら
め
て
は
を
は
た
と
り
の
う
み
二
千
五
百
よ
き
に
し

の
も
ん
へ
を
し
よ
す
る
御
し
よ
の
御
て
は
お
う
て
は
す
す
き
き
や
う
た
い
か
ね
ふ
さ
た
ゝ
三
き
に
て
か
た
め
た
（
２
４
ウ
）
り
か
ら
め
て

は
わ
し
の
を
か
た
お
か
く
ま
い
太
郎
け
ん
八
ひ
や
う
へ
弓ひ

ろ
つ
な
い
上
五
き
に
て
か
た
め
た
り
む
さ
し
ほ
う
へ
ん
け
い
は
う
き
む
し
や
に

な
つ
て
よ
わ
き
と
こ
ろ
へ
す
け
ん
と
て
お
う
て
の
や
く
ら
へ
は
し
り
あ
か
り
か
ろ
う
と
に
こ
し
を
か
け
ひ
か
し
む
き
に
て
い
た
り
け
り
か
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め
い
の
六
郎
し
け
き
よ
を
な
し
や
く
ら
に
か
ふ
と
を
ぬ
い
て
と
う
と
を
き
ゆ
み
と
り
な
を
し
つ
る
く
い
し
め
ら
す
（
２
５
オ
）
ひ
き
し
て

こ
そ
い
た
り
け
り
あ
に
の
す
ゝ
き
を
と
ゝ
の
か
め
い
か
す
か
た
を
き
つ
と
み
て
な
ふ
御
へ
ん
は
や
く
ら
へ
あ
か
り
た
る
よ
な
か
め
い
き
ひ

て
さ
ん
候
此
ち
や
う
は
ひ
ら
ち
や
う
は
ひ
ら
ち
や
う
な
れ
と
も
ひ
さ
し
く
こ
し
ら
へ
て
た
る
ち
や
う
に
て
ほ
り
ひ
ら
ふ
し
て
そ
こ
ふ
か
し

い
か
に
か
た
き
か
つ
め
か
け
て
う
め
く
さ
こ
む
と
も
三
へ
の
ほ
り
を
は
よ
も
い
つ
と
き
に
は
う
め
し
し
け
き
よ
し
け
い
へ
と
き
や
う
た
い

（
２
５
ウ
）
な
の
つ
て
を
く
か
た
の
や
つ
は
ら
に
て
な
み
の
ほ
と
を
み
せ
う
す
る
そ
す
ゝ
き
い
て
よ
く
い
ふ
た
り
か
め
い
し
け
い
へ
は
な

か
た
ひ
は
ら
ま
き
に
か
た
ひ
か
せ
や
つ
ほ
お
ほ
え
ね
と
も
さ
ら
は
い
て
見
ん
か
め
い
と
て
を
な
し
や
く
ら
へ
あ
か
り
け
り
か
く
て
よ
せ
て

の
人
々
は
を
う
て
か
ら
め
て
も
み
あ
わ
せ
一
と
に
と
き
を
と
つ
と
あ
く
る
六
し
ゆ
し
ん
と
う
か
く
や
ら
ん
天
地
も
ひ
ら
き
て
お
ひ
た
ゝ
し

ち
や
う
に
は
以
（
２
６
オ
）
上
九
人
の
人
々
い
く
さ
の
ほ
う
と
て
や
さ
し
く
も
と
き
を
と
つ
と
合
け
り
物
に
よ
く
〳
〵
た
と
ふ
る
に
い
か

つ
ち
わ
た
る
春
の
野
に
ふ
る
す
を
出
た
う
く
い
す
の
は
つ
ね
を
つ
く
る
こ
と
く
な
り
時と

き

の
こ
ゑ
し
つ
ま
り
け
れ
は
て
る
い
の
太
郎
た
か
な

を
一
ち
ん
に
こ
ま
か
け
よ
せ
い
か
に
御
し
よ
か
た
の
御
ち
ん
へ
申
へ
き
事
候
昨
日
ま
て
は
ほ
う
く
わ
ん
殿
を
し
ゆ
く
ん
と
あ
を
き
申
と
い

へ
と
も
か
ま
く
（
２
６
ウ
）
ら
と
の
ゝ
き
よ
ひ
に
そ
む
き
お
わ
し
ま
す
に
よ
り
な
か
さ
き
殿
大
将
に
て
御
下
か
う
の
そ
の
う
へ
あ
め
の
し

た
に
す
み
な
か
ら
い
わ
い
申
に
お
よ
は
す
き
け
い
の
御
ち
か
い
ま
し
ま
さ
は
か
い
し
や
く
申
せ
と
の
御
つ
か
ひ
に
た
か
な
を
参
て
候
と
申

さ
せ
給
へ
人
々
と
て
ゆ
ん
つ
へ
に
す
か
つ
て
ひ
か
へ
た
り
む
さ
し
ほ
う
へ
ん
け
い
は
や
く
ら
の
あ
ゆ
み
の
い
た
を
か
ふ
れ
よ
と
ふ
み
な
ら

し
な
に
（
２
７
オ
）
か
う
い
ふ
は
て
る
ひ
め
か
ゆ
ふ
き
こ
つ
か
ら
ゆ
ゝ
し
う
て
よ
き
む
ま
に
の
つ
た
れ
は
ひ
て
ひ
ら
か
子
と
も
の
な
か
に

は
と
れ
な
る
ら
ん
と
思
ひ
し
に
ま
た
ら
う
と
う
の
て
る
ひ
め
か
な
ん
そ
や
此
も
ん
く
わ
ひ
ま
て
参
き
て
む
ま
の
う
へ
に
て
な
の
る
や
う
ら

う
せ
き
な
り
そ
の
ち
ん
ひ
い
て
の
け
と
そ
申
け
る
て
る
ひ
の
太
郎
こ
れ
を
き
ゝ
か
く
の
給
ふ
は
む
さ
し
殿
か
こ
と
め
つ
ら
し
き
さ
（
２
７

ウ
）
う
こ
ん
か
な
君
代
ふ
か
く
た
つ
と
め
は
し
ん
を
う
や
も
う
た
を
り
あ
り
か
ま
く
ら
殿
の
御
き
や
う
し
よ
給
ま
か
り
む
か
つ
た
た
か
な

を
に
て
わ
人
と
も
を
は
し
ん
ち
つ
に
も
の
ゝ
か
す
と
は
思
は
ぬ
な
り
む
よ
ふ
の
か
う
け
ん
申
さ
ん
よ
り
さ
ふ
ら
ひ
は
わ
た
り
も
の
そ
か
ふ



－ 194 －－ 195 －

と
を
ぬ
い
て
ゆ
み
つ
る
は
つ
し
命
を
つ
け
と
そ
申
け
る
さ
し
も
か
ふ
な
る
へ
ん
け
い
も
こ
と
は
す
く
な
に
て
た
つ
た
り
け
り
か
め
い
の
六

郎
（
２
８
オ
）
し
け
き
よ
は
む
さ
し
か
あ
た
り
へ
た
ち
よ
り
て
な
ふ
む
さ
し
殿
な
に
を
仰
候
そ
し
ん
め
い
を
も
た
つ
と
ま
す
ふ
め
い
を
も

お
そ
れ
す
し
て
ほ
う
に
ま
か
せ
て
ふ
る
ま
ひ
候
ほ
う
し
や
く
ふ
ち
ん
の
や
つ
め
に
な
に
を
お
ほ
せ
候
と
も
た
ゝ
け
ん
を
き
う
す
に
に
た
る

へ
し
む
や
う
の
ろ
ん
を
と
ゝ
め
給
へ
き
み
こ
そ
御
は
ら
め
さ
る
ゝ
と
も
我
ら
か
く
て
候
へ
は
い
く
さ
は
花
を
ち
ら
す
へ
し
か
ふ
申
つ
わ
物

を
い
か
成
（
２
８
ウ
）も
の
と
思
ふ
ら
ん
ゆ
や
こ
ん
け
ん
の
一
の
し
ん
か
に
の
う
み
の
大
し
ん
し
け
た
か
よ
り
は
十
六
代
の
こ
う
ゐ
ん
す
ゝ

き
の
し
や
う
し
か
二ち

な
ん
か
め
い
の
六
郎
し
け
き
よ
年
つ
も
つ
て
廿
六
て
る
ひ
殿
に
や
一
す
し
た
て
ま
つ
ら
ん
に
う
け
て
み
よ
と
い
ひ
も

あ
へ
す
四
人
は
り
に
十
四
そ
く
と
つ
て
か
ら
り
と
う
ち
つ
か
ひ
も
と
は
つ
う
ら
は
つ
ひ
と
つ
に
な
れ
と
き
り
〳
〵
と
引
し
ほ
り
ま
ち
を
こ

（
２
９
オ
）
ふ
し
に
ひ
つ
か
け
て
ゑ
い
や
つ
と
か
つ
て
う
つ
た
る
は
お
ふ
と
う
つ
き
な
ん
と
の
こ
と
く
な
り
一
ち
ん
に
す
ゝ
ん
た
る
て
る

ひ
か
し
や
て
い
に
た
か
の
ゝ
四
郎
か
こ
ま
ひ
き
そ
は
め
て
ひ
か
へ
た
る
よ
ろ
い
の
袖
三
の
い
た
め
て
の
は
ひ
た
て
お
く
り
の
い
た
き
も
の

た
は
ね
を
す
る
り
と
と
を
し
あ
い
ひ
き
か
け
て
う
ら
を
か
け
て
く
つ
と
ぬ
け
て
あ
ま
る
や
か
て
る
ひ
か
馬
の
ふ
と
は
ら
に
は
ふ
く
ら
せ
め

て
つ
ん
は
と
（
２
９
ウ
）
た
つ
た
か
の
は
い
た
て
成
け
れ
は
う
け
も
あ
へ
す
め
て
か
へ
し
に
し
こ
ろ
を
つ
ゐ
て
と
ふ
と
を
つ
れ
は
て
る
ひ

か
む
ま
は
い
た
て
を
お
ひ
ひ
や
う
ふ
を
か
へ
す
こ
と
く
に
た
か
ひ
さ
お
つ
て
ひ
つ
た
と
か
へ
す
て
る
ひ
も
む
ま
よ
り
お
り
た
つ
た
り
ぢ
や

う
に
は
む
さ
し
す
ゝ
き
を
さ
き
と
し
て
い
た
り
や
〳
〵
と
ゆ
り
あ
け
〳
〵
わ
ら
ひ
け
り
よ
せ
て
は
わ
ら
は
れ
て
こ
ゑ
も
せ
す
い
こ
く
の
き

ん
く
わ
か
ゆ
み
の
心
も
（
３
０
オ
）
こ
れ
ほ
と
こ
そ
あ
り
つ
ら
ん
と
よ
せ
て
も
し
た
を
ま
き
に
け
り
あ
に
の
す
ゝ
き
お
と
ゝ
の
か
め
い
か

す
か
た
を
見
あ
け
て
つ
く
〳
〵
と
み
て
あ
ふ
い
た
り
や
か
め
い
此
五
六
ね
ん
は
な
れ
御
へ
ん
い
か
ほ
と
に
お
い
た
つ
て
有
ら
ん
と
心
も
と

な
く
思
ひ
は
る
〳
〵
く
た
り
見
て
あ
れ
は
ゆ
う
き
こ
つ
か
ら
よ
り
も
す
く
れ
た
る
な
か
や
つ
か
の
お
ほ
ゆ
み
は
よ
も
ふ
し
き
に
お
も
ひ
し

に
を
し
て
か
つ
手
の
（
３
０
ウ
）
さ
た
ま
り
て
い
た
り
や
か
め
い
あ
い
た
り
や
か
め
い
と
の
た
ゝ
今
の
き
し
よ
く
を
紀
の
国
に
と
ゝ
め
お

く
一
そ
く
と
も
に
み
せ
は
や
な
き
み
も
御
出
ま
し
〳
〵
て
御
け
ん
ふ
つ
あ
れ
か
し
し
け
家
も
や
一
す
し
い
て
見
せ
申
さ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
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三
人
は
り
の
な
か
さ
し
ぬ
い
て
あ
ふ
ら
ひ
き
や
さ
ま
ひ
ろ
〳
〵
と
ひ
ら
か
せ
て
い
か
に
よ
せ
て
の
く
ん
ひ
や
う
い
ま
の
か
め
い
か
あ
に
の

す
ゝ
き
の
し
や
う
し
と
（
３
１
オ
）
は
わ
か
事
な
り
四
国
九
国
の
た
ゝ
か
い
に
は
と
ゝ
の
こ
う
み
や
う
な
を
あ
け
し
御
代
し
つ
ま
つ
て
き

し
う
ふ
ち
し
ろ
は
ほ
ん
り
や
う
な
れ
は
あ
ん
と
を
給
し
よ
り
や
う
に
く
た
り
き
け
い
の
み
や
こ
下
か
う
を
は
夢
に
も
し
ら
す
し
て
御
と
も

申
さ
す
さ
は
有
な
か
ら
此
五
六
ね
ん
き
し
う
ふ
し
し
ろ
に
あ
り
と
は
申
せ
と
も
君
の
御
こ
と
か
め
い
か
ゆ
く
え
一
か
た
な
ら
ぬ
に
よ
つ
て

き
し
う
ふ
ち
し
ろ
を
（
３
１
ウ
）
出
い
そ
く
と
す
れ
と
か
ち
し
日
数
つ
も
り
て
昨
日
ま
て
七

十
五
に
ち
に
夕
部
つ
き
今
日
の
御
か
つ
せ
ん
に
あ
ふ
た
る
は
な
む
ほ
う
く
わ
ほ
う
の
も
の
そ
い
ま
の
か
め
い
か
や
ほ
と
な
く
と
も
う
け
て

み
よ
と
そ
い
ひ
た
り
け
る
よ
せ
て
の
人
々
た
て
の
い
た
を
つ
き
か
さ
し
す
ゝ
き
か
い
る
や
を
ま
ち
い
た
り
鈴
木
此
よ
し
見
る
よ
り
も
三
人

は
り
に
か
ら
り
と
つ
か
ひ
か
な
く
り
は
な
し
に
か
つ
き
と
は
な
す
一
ち
ん
に
（
３
２
オ
）
す
す
ん
た
る
て
る
い
か
い
と
こ
に
ま
る
た
の
と

う
し
か
た
か
の
か
と
う
の
や
一
す
し
と
す
ゝ
ん
た
る
む
な
い
た
に
た
つ
よ
り
は
や
く
く
つ
と
ぬ
け
あ
ま
る
や
か
う
ら
に
ひ
か
へ
た
る
む
き

の
ゝ
四
郎
か
く
ひ
の
ほ
ね
に
ひ
し
と
た
つ
二
き
の
む
し
や
は
た
め
す
し
て
ゆ
ん
て
め
手
へ
と
う
〳
〵
と
お
ち
に
け
り
つ
つ
く
く
ん
ひ
や
う

こ
れ
を
見
て
か
れ
ら
き
や
う
た
い
か
矢
さ
き
に
は
く
ろ
か
ね
の
た
て
を
つ
い
た
り
と
も
か
な
ふ
へ
し
（
３
２
ウ
）
と
は
覚
え
す
や
あ
此
ち

ん
ひ
け
と
い
ふ
ま
ゝ
に
む
ら
〳
〵
は
つ
と
そ
ひ
い
た
り
け
り
す
ゝ
き
き
や
う
た
い
此
よ
し
を
み
る
よ
り
も
や
く
ら
よ
り
も
こ
ふ
し
に
こ
の

み
よ
き
む
し
や
を
か
い
ゑ
り
〳
〵
さ
し
つ
め
ひ
き
つ
め
さ
ん
〳
〵
に
い
た
り
け
り
矢
た
ね
つ
く
れ
は
や
く
ら
よ
り
ゆ
ら
り
と
と
ん
て
お
り

こ
ま
ひ
き
よ
せ
う
ち
の
り
こ
ろ
も
川
の
中
の
せ
を
水
に
か
も
め
の
一
む
す
ひ
な
み
ま
を
つ
た
ふ
ふ
せ
い
に
て
鐙
の
（
３
３
オ
）
は
な
に
て

な
み
を
た
ゝ
か
せ
さ
ん
さ
め
か
い
て
そ
わ
た
し
け
る
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
此
よ
し
見
る
よ
り
も
す
ゝ
き
き
や
う
た
い
て
と
り
に
せ
よ

た
ち
も
か
た
な
も
入
へ
き
か
と
て
お
ち
か
さ
な
つ
て
ひ
し
め
き
け
り
鈴
木
き
や
う
た
い
こ
の
よ
し
み
る
よ
り
も
た
ま
に
な
れ
た
る
ほ
う
ら

い
の
鳥
の
ふ
せ
ひ
も
か
く
や
ら
ん
お
と
ろ
く
け
し
き
は
な
か
り
け
り
大
せ
い
の
中
へ
わ
つ
て
入
に
し
か
ら
ひ
か
し
き
た
（
３
３
ウ
）
よ
り

み
な
み
く
も
て
か
く
な
わ
十
も
ん
し
八
は
な
か
た
と
い
ふ
も
の
に
さ
ん
〳
〵
に
き
つ
た
り
け
り
す
ゝ
き
の
三
ら
う
し
け
い
へ
十
三
き
き
つ
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て
お
と
せ
は
か
め
い
か
て
に
か
け
廿
七
き
な
き
ふ
す
る
け
に
や
か
た
き
か
こ
ら
ゑ
は
こ
そ
風
に
木
葉
の
ち
る
こ
と
く
む
ら
〳
〵
は
つ
と
の

い
た
り
け
り
此
人
々
は
手
も
お
わ
す
川
し
つ
〳
〵
と
わ
た
し
も
と
し
い
き
お
ひ
か
か
つ
て
ひ
か
へ
た
る
は
い
国
の
は
ん
く
わ
い
ち
や
う

（
３
４
オ
）
り
や
う
も
か
く
や
と
思
ひ
し
ら
れ
た
り
む
さ
し
ほ
う
へ
ん
け
い
は
や
く
ら
の
う
へ
よ
り
つ
く
〳
〵
と
み
て
あ
ら
お
も
し
ろ
と

す
ゝ
き
き
や
う
た
い
か
か
つ
せ
ん
し
た
る
や
う
や
そ
う
し
て
あ
の
か
た
〳
〵
は
天
下
の
御
用
所
の
い
く
さ
を
し
な
ら
ひ
た
る
人
に
て
か
た

き
の
い
ろ
を
さ
と
り
て
か
け
ひ
ひ
た
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
よ
し
は
ら
く
そ
れ
に
て
御
ま
ち
あ
れ
て
た
つ
て
こ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
さ
き
の

な
し
う
（
３
４
ウ
）
ち
ゑ
ほ
し
に
て
し
ら
え
の
な
き
な
た
う
ち
か
た
け
お
ふ
て
の
や
く
ら
に
は
し
り
あ
か
つ
て
ひ
か
し
む
き
に
そ
た
ち
た

り
け
り
そ
も
〳
〵
こ
ろ
は
い
つ
な
る
ら
ん
ふ
ん
し
五
ね
ん
う
る
う
四
月
廿
八
日
の
い
ま
た
み
の
こ
く
は
か
り
な
る
に
て
る
に
て
つ
た
る
朝

日
に
物
ゝ
く
の
か
な
も
の
は
折
か
ら
色
や
ま
さ
る
ら
ん
ひ
ら
い
た
あ
ふ
き
は
く
れ
な
ゐ
に
て
日
と
さ
し
む
か
つ
て
た
つ
た
り
け
る
む
さ
し

ほ
う
か
（
３
５
オ
）
あ
り
さ
ま
は
ひ
し
や
も
ん
四
天
わ
う
の
あ
れ
た
る
け
し
き
も
か
く
や
ら
ん
大
を
ん
あ
け
て
よ
は
わ
り
け
る
い
か
に
お

く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
な
り
を
し
つ
め
て
こ
と
の
し
さ
い
を
た
し
か
に
き
け
そ
れ
人
け
ん
の
命
は
て
ん
く
わ
う
て
う
ろ
う
つ
も
う
た
る
ゝ

も
夢
の
た
わ
ふ
れ
昨
日
ま
て
は
か
た
を
な
ら
へ
ひ
さ
を
く
み
し
め
ん
〳
〵
か
け
ふ
は
か
た
き
と
な
る
事
も
い
ん
く
わ
れ
き
せ
ん
の
と
う
り

な
る
に
よ
つ
て
世
を
（
３
５
ウ
）
も
人
を
も
う
ら
む
ま
し
さ
り
な
か
ら
な
ん
ち
ら
か
ゑ
ん
国
に
す
ん
て
入
と
り
か
う
た
う
し
こ
ゝ
か
し
こ

に
て
そ
ら
い
ん
し
て
ぬ
す
ん
て
う
つ
た
ら
ん
す
る
に
は
に
ま
し
い
そ
け
ふ
の
む
さ
し
か
す
る
い
く
さ
こ
そ
手
ほ
ん
よ
み
な
ら
へ
そ
れ
か
し

か
き
り
の
こ
し
た
ら
ん
と
も
か
ら
は
見
し
物
と
思
ひ
て
後
世
を
は
と
う
て
た
ひ
給
へ
ま
つ
代
の
物
語
に
へ
ん
け
い
か
ま
い
を
一
は
ん
ま
お

ふ
そ
や
は
や
し
て
た
へ
や
か
た
〳
〵
す
ゝ
き
兄
（
３
６
オ
）
弟
も
か
ね
て
よ
う
い
や
し
た
り
け
ん
つ
ゝ
み
た
い
こ
を
と
り
い
た
し
た
ゝ
き

あ
け
て
そ
は
や
し
け
る
ち
た
ひ
む
さ
し
は
な
ん
と
に
て
も
ら
つ

（
マ
マ
）ふ

ゑ
ん
ね
ん
の
ち
や
う
す
ま
ひ
は
ひ
と
て
な
ろ
う
た
り
な
き
な
た
の
ゑ
を

と
ふ
〳
〵
と
う
つ
て
ち
や
う
し
を
とう

かり
か
う
て
た
つ
た
り
し
か
か
す
み
に
か
す
ん
た
お
ほ
き
な
る
こ
ゑ
を
は
つ
た
と
あ
け
て
一
せ
い
を
こ

そ
ま
つ
た
り
う
れ
し
や
と
ふ
〳
〵
と
な
る
は
た
き
の
水
日
は
て
る
と
も
（
３
６
ウ
）
い
つ
も
た
へ
せ
し
お
も
し
ろ
や
花
を
な
か
す
は
よ
し
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野
河
い
か
た
を
な
か
す
は
お
ほ
い
川
も
み
ち
を
な
か
す
は
た
つ
た
川
み
や
こ
あ
た
り
に
め
い
し川

よ
は
さ
ま
〳
〵
お
ほ
け
れ
と
も
遠
国
な
か

ら
め
い
所
か
な
き
り
山
た
か
ね
の
の
こ
り
の
雪
き
え
た
に
の
つ
ら
ゝ
も
と
ゝ
け
ぬ
れ
は
衣
川
の
水
か
さ
ま
さ
つ
て
へ
ん
け
い
か
長
刀
に
て

お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
と
も
み
な
と
を
さ
い
て
き
り
な
か
す
と
も
み
へ
ほ
し
と
い
ふ
き
よ
く
一
ひ
や
う
（
３
７
オ
）
し
は
ら
り
と
ふ
ん

て
ひ
ら
ひ
た
あ
ふ
き
を
や
く
ら
よ
り
こ
ろ
も
川
へ
さ
つ
と
な
け
入
あ
ふ
き
の
出
つ
る
よ
り
な
を
は
や
く
や
く
ら
を
ゆ
ら
り
と
と
ん
て
お
り

三
の
へ
い
た
ち
し
ら
あ
し
け
の
七
き
八
分
あ
け
六
さ
い
ひ
き
よ
せ
ゆ
ら
り
と
の
り
た
り
け
り
わ
し
の
を
か
た
お
か
か
さ
き
に
か
ゝ
け
ん
と

す
ゝ
ん
た
る
へ
ん
け
い
こ
れ
を
み
て
い
て
〳
〵
む
さ
し
あ
ら
き
り
せ
ん
あ
と
を
こ
な
せ
わ
か
む
し
や
と
も
と
て
さ
き
か
け
（
３
７
ウ
）
し

て
こ
そ
わ
た
し
け
れ
む
か
ふ
は
し
の
ふ
よ
し
た
け
ひ
ま
る
た
を
さ
き
と
し
て
を
く
に
は
我
と
お
ほ
し
き
む
し
や
三
百
き
は
か
り
に
て
ひ
か

へ
た
る
ち
ん
の
中
へ
む
さ
し
こ
ま
を
さ
つ
と
か
け
入
た
り
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
は
ち
ん
を
二
つ
に
わ
け
た
り
け
り
さ
れ
と
も
こ
ゝ
に

た
け
日
の
太
郎
と
な
の
つ
て
む
さ
し
殿
に
わ
た
り
を
ふ
へ
ん
け
ひ
こ
れ
を
見
て
も
つ
て
ひ
ら
ひ
て
ち
や
う
と
う
つ
か
ふ
と
の
ゆ
ん
手
の
ふ

き
か
へ
し
お
（
３
８
オ
）
も
て
の
ほ
う
さ
き
め
て
の
か
む
り
の
い
た
を
か
け
て
す
ん
と
き
り
て
を
と
し
け
る
は
な
さ
き
此
よ
し
を
み
る
よ

り
も
あ
き
つ
た
り
む
さ
し
と
の
そ
こ
を
ひ
く
な
と
い
ふ
ま
ゝ
に
す
き
間
な
く
こ
そ
か
ゝ
り
け
り
へ
ん
け
い
こ
れ
を
見
て
も
つ
て
ひ
ら
い
て

お
か
み
う
ち
に
ち
や
う
と
う
つ
か
ふ
と
の
ま
つ
か
う
ふ
た
つ
に
き
り
わ
つ
て
う
し
ろ
は
し
こ
ろ
ほ
ろ
つ
け
ま
へ
は
は
つ
む
り
よ
た
れり

か
ね

か
な
と
う
ひ
つ
し
き
く
さ
す
り
（
３
８
ウ
）
さ
つ
と
う
ち
わ
ら
れ
ゆ
ん
て
め
て
へ
さ
は
け
た
り
し
は
た
の
四
郎
か
こ
れ
を
見
て
あ
き
つ
た

り
や
む
さ
し
殿
そ
こ
を
ひ
く
な
と
い
ふ
ま
ゝ
に
す
き
ま
も
な
く
か
か
り
け
り
へ
ん
け
い
こ
れ
を
み
て
あ
う
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
は
心

は
か
ふ
に
て
有
け
る
そ
し
り
そ
く
ふ
せ
ひ
を
見
せ
さ
る
は
て
な
み
の
ほ
と
を
み
せ
ん
と
て
も
つ
て
ひ
ら
ひ
て
ち
や
う
と
う
つ
し
は
た
も
き

こ
ふ
る
め
い
ち
ん
に
て
か
ふ
り
の
い
た
に
て
う
け
な
か
し
さ
ら
（
３
９
オ
）
ぬ
て
い
に
て
か
け
と
を
す

こ
（
マ
マ
）

ち
ん
に
す
す
ん
た
る
か
め
い

の
六
郎
こ
れ
を
見
て
む
さ
し
と
の
ゝ
き
り
の
こ
し
う
け
と
つ
た
り
や
と
い
ふ
ま
ゝ
に
あ
を
へ
つ
く
り
三
し
や
く
八
寸
す
る
り
と
ぬ
き
よ
こ

て
き
り
に
か
つ
し
と
き
る
か
め
い
か
う
て
は
つ
よ
か
り
け
り
た
ち
の
か
ね
は
よ
か
り
け
ん
四
ま
ひ
か
な
と
う
を
し
そ
へ
二
十
四
さ
い
た
る
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そ
や
を
か
け
し
や
こ
し
の
つ
か
ひ
を
は
く
る
ま
き
り
と
い
ふ
物
に
す
ん
と
き
つ
て
お
と
し
け
る
か
み
は
（
３
９
ウ
）
ぬ
け
て
た
う
と
を
つ

れ
は
下
は
く
ら
に
そ
の
つ
た
り
け
り
こ
れ
を
は
し
め
て
七
き
の
人
々
入
ち
か
ひ
も
み
ち
か
ひ
さ
ん
〳
〵
に
き
つ
て
そ
ま
は
り
け
る
か
ゝ
る

所
に
と
さ
の
八
郎
た
か
な
を
と
か
め
ひ
の
六
郎
し
け
家き

よ

か
む
す
と
く
ん
て
と
う
と
を
つ
る
か
め
い
ふ
さ
う
の
か
う
の
物
か
た
き
と
く
む
な

ら
は
大
せ
い
さ
た
め
て
お
り
あ
ふ
へ
し
と
か
ね
て
い
ろ
や
さ
と
り
け
ん
と
さ
を
と
つ
て
お
さ
へ
て
く
ひ
を
ふ
つ
つ
と
か
き
お
と
し
た

（
４
０
オ
）
ち
あ
か
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
と
さ
か
め
の
と
の
十
郎
か
す
き
を
あ
ら
せ
す
お
り
あ
ひ
て
か
め
い
か
ゆ
ん
て
の
か
い
な
を
は

み
つ
も
た
ま
ら
す
う
ち
お
と
す
か
め
ひ
ふ
さ
う
の
こ
う
の
物
心
は
た
か
さ
こ
や
松
の
み
と
り
と
は
ゆ
れ
と
も
い
た
て
を
お
い
ぬ
れ
は
た
ち

を
つ
え
に
つ
き
い
ま
を
か
き
り
と
見
ゆ
る
し
や
き
や
う
す
ゝ
き
の
三
郎
大
せ
ひ
の
中
に
て
た
ゝ
か
い
し
か
を
と
〳
〵
か
め
ひ
か
た
て
を
お

ひ
そ
ん
め
ひ
か
き
り
ふ
ち
や
う
の
有
様
（
４
０
ウ
）
を
み
て
か
た
き
を
四
方
へ
お
つ
ち
ら
し
我
身
を
き
つ
と
み
て
あ
れ
は
あ
さ
て
ふ
か
て

の
き
ら
ひ
な
く
十
三
所
手
を
あ
ふ
た
り
今
は
か
ふ
と
思
ひ
か
め
い
を
か
た
に
ひ
つ
か
け
ち
や
う
の
う
ち
へ
つ
つ
と
入
た
か
き
所
に
お
ろ
し

を
き
や
あ
そ
こ
に
て
は
ら
き
れ
か
め
ひ
な
む
あ
み
た
ふ
つ
と
も
ろ
と
も
に
す
ゝ
き
は
し
や
う
ね
ん
三
十
三
か
め
ひ
の
六
郎
廿
六
さ
し
ち
か

ひ
て
し
ん
た
る
を
を
し
ま
ぬ
も
の
は
な
か
り
け
り
む
さ
し
（
４
１
オ
）
ほ
う
へ
ん
け
い
君
の
御
ま
へ
に
参
鈴
木
き
や
う
た
い
こ
そ
は
や
う

ち
し
に
つ
か
ま
つ
り
た
る
よ
し
を
申
ほ
う
く
わ
ん
き
こ
し
め
し
か
め
ひ
か
事
は
い
せ
ん
よ
り
思
ひ
も
う
け
た
る
こ
と
む
さ
ん
や
す
ゝ
き
き

の
国
よ
り
は
る
〳
〵
く
た
り
世
に
も
な
き
し
う
の
か
と
う
と
し
て
う
た
れ
ぬ
る
こ
と
の
む
さ
ん
さ
よ
け
さ
よ
り
よ
む
御
き
や
う
も
ほほ

うん
の

ふ
の
ち
ふ
ん
と
な
る
そ
ふ
せ
い
て
た
へ
や
む
さ
し
殿
へ
ん
け
い
う
け
給
此
た
ひ
（
４
１
ウ
）
は
な
に
か
し
か
し
に
は
ん
に
あ
た
り
て
候
と

申
も
あ
へ
す
お
て
い
へ
つ
つ
と
入
く
ろ
か
ね
を
あ
つ
さ
五
分
に
き
た
は
せ
た
る
お
け
か
わ
と
う
と
な
つ
け
て
か
た
な
た
ま
り
に
き
た
り
け

り
く
ろ
か
は
お
と
し
の
よ
ろ
い
う
の
花
を
と
し
の
よ
ろ
ひ
三
ま
い
か
さ
ね
て
さ
つ
く
と
ち
や
く
し
よ
つ
て
う
は
お
ひ
ち
や
う
と
し
め
ゑ
ひ

ら
か
た
な
く
ひ
か
き
か
た
な
三
こ
し
ま
て
こ
そ
さ
い
た
り
け
り
な
き
な
た
こ
そ
り
は
（
４
２
オ
）
を
く
ら
の
ま
へ
わ
に
お
し
よ
せ
ゆ
ん
て

に
く
ま
て
ひ
つ
さ
け
め
て
に
は
大
な
き
な
た
を
ゆ
り
さ
け
ひ
さ
に
て
む
ま
を
の
り
た
り
け
り
へ
ん
け
い
か
か
け
出
れ
は
た
ゝ
小
山
の
う
こ
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く
こ
と
く
也
大
せ
ひ
の
中
へ
わ
つ
て
入
ひ
さ
く
ち
た
か
も
ゝ
馬
の
は
ら
は
ら
り
〳
〵
と
ひ
き
や
ふ
れ
は
し
や
う
き
た
を
し
を
す
る
こ
と
く

な
り
此
い
き
お
ひ
に
お
そ
れ
て
む
ち
を
う
ち
て
に
く
る
所
へ
へ
ん
け
い
こ
ま
を
か
け
よ
せ
く
ま
て
を
わ
（
４
２
ウ
）
た
し
か
ふ
と
の
て
へ

ん
に
ひ
つ
か
け
て
ゑ
い
と
い
ふ
て
引
よ
せ
て
さ
け
き
り
し
て
こ
そ
す
て
に
け
り
い
わ
ん
に
や
い
ま
も
ろ
こ
し
ま
て
も
そ
の
な
を
ゑ
た
る
へ

ん
け
い
か
け
ふ
を
さ
い
こ
と
の
か
つ
せ
ん
に
お
も
て
を
あ
わ
す
る
も
の
は
な
し
い
か
れ
る
ま
な
こ
は
こ
く
う
ん
の
と
こ
ろ
〳
〵
の
は
れ
ま

よ
り
あ
さ
ひ
の
う
つ
ろ
ふ
こ
と
く
也
か
た
き
を
な
ひ
け
て
お
め
く
を
と
は
ら
ひ
て
ん
い
な
つ
ま
は
た
ゝ
か
み
し
し
そ
う
と
ら
の
ほ
こ
れ
る

こ
ゑ
も
か
く
（
４
３
オ
）
や
と
思
ひ
し
ら
れ
た
り
へ
ん
け
い
か
二
と
の
か
け
に
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
は
百
八
十
き
う
た
れ
た
り
い
ま

は
む
か
ふ
か
た
き
の
あ
ら
さ
れ
は
あ
ら
も
の
く
さ
の
い
く
さ
か
な
思
ふ
つ
る
事
候
と
て
こ
た
か
き
と
こ
ろ
に
こ
ま
か
け
あ
け
て
こ
ま
に
い

き
を
つ
か
せ
け
る
か
ゝ
り
け
る
所
に
し
の
ふ
の
住
人
こ
太
郎
と
て
し
や
う
ね
ん
十
八
さ
い
に
成
け
る
か
へ
ん
け
い
か
い
せ
ん
の
か
け
に
父

を
う
た
せ
ひ
ま
を
う
か
ゝ
ひ
ひ
と
や
い
は
や
と
ね
ら
ひ
し
か
は
や
こ
ゝ
に
て
み
（
４
３
ウ
）
つ
け
八
そ
く
矢
つ
か
二
人
は
り
と
つ
て
か
ら

り
と
う
ち
つ
か
ひ
よ
つ
ひ
い
て
ひ
や
う
と
は
な
し
け
る
あ
ら
む
さ
ん
や
へ
ん
け
い
か
の
と
〳
〵
と
ひ
か
へ
た
る
む
な
い
た
に
は
つ
し
と
あ

た
り
こ
ひ
や
う
の
い
る
矢
の
か
な
し
さ
は
ひ
そ
り
け
る
そ
の
や
か
う
ち
か
ふ
と
へ
か
ら
り
と
入
て
ふ
へ
の
く
さ
り
に
ひ
つ
し
と
た
つ
も
の

〳
〵
し
い
と
い
う
ま
ゝ
に
か
い
な
く
つ
て
み
て
あ
れ
は
と
り
の
し
た
に
て
や
い
た
り
け
ん
矢
か
ら
は
ぬ
け
て
ね
は
と
ま
る
さ
し
も
に
か
う

（
４
４
オ
）
な
る
へ
ん
け
い
も
し
こ
ろ
を
つ
ゐ
て
馬
よ
り
下
へ
と
う
と
お
つ
る
あ
ら
く
ち
お
し
や
さ
い
と
う
の
む
さ
し
と
て
い
ま
ゝ
て
は

か
た
き
に
も
を
に
か
み
の
こ
と
く
に
い
わ
れ
し
か
か
ほ
と
の
ほ
そ
や
に
あ
た
り
は
か
な
く
な
ら
ん
く
ち
お
し
さ
よ
さ
り
な
か
ら
さ
い
こ
に

き
や
つ
め
を
き
ら
す
は
よ
み
し
の
さ
わ
り
と
な
る
へ
き
な
り
い
せ
ん
の
こ
と
く
に
馬
に
の
り
あ
ふ
な
ら
は
お
ち
て
き
や
つ
め
か
ち
か
つ
く

ま
し
し
よ
せ
ん
こ
ゝ
に
て
そ
ら
し
に
し
て
ち
か
つ
（
４
４
ウ
）
か
ん
所
を
き
つ
て
く
れ
は
や
と
思
ひ
そ
は
な
る
か
ふ
と
を
ひ
つ
か
け
て
そ

ら
し
に
し
て
こ
そ
い
た
り
け
る
し
の
ふ
此
よ
し
見
る
よ
り
も
あ
れ
〳
〵
御
ら
ん
候
へ
人
々
の
を
に
神
の
や
う
に
の
給
ひ
し
さ
い
と
う
の
へ

ん
け
い
を
我
ら
か
手
に
か
け
て
い
を
と
し
て
候
く
ひ
と
つ
て
見
せ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
三
尺
八
寸
の
い
か
も
の
つ
く
り
の
う
ち
物
を
す
る
り
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と
ぬ
ひ
て
う
ち
か
た
け
も
み
に
も
う
て
は
し
り
け
り
へ
ん
け
い
し
こ
ろ
の
ひ
ま
よ
り
見
あ
け
（
４
５
オ
）
て
き
つ
と
み
て
あ
れ
は
あ
つ
は

れ
よ
い
き
り
や
う
か
な
あ
つ
た
ら
わ
か
き
も
の
を
へ
ん
け
い
か
手
に
か
け
て
う
し
な
わ
ん
こ
と
の
む
さ
ん
さ
よ
た
ち
の
す
ん
は
の
ひ
た
り

け
り
き
や
つ
に
一
た
ち
う
た
れ
て
は
あ
し
か
り
な
ん
と
そ
ん
す
れ
は
う
し
お
き
に
か
つ
は
と
お
き
ろ
ふ
せ
き
の
や
つ
め
に
は
て
な
み
の
ほ

と
を
見
せ
ん
と
て
そ
は
な
る
な
き
な
た
を
つ
と
つ
て
を
つ
つ
め
さ
ら
り
と
な
ひ
た
り
け
り
た
か
も
ゝ
き
つ
て
お
と
さ
れ
の
け
に
（
４
５
ウ
）

か
へ
る
と
こ
ろ
を
ほ
そ
く
ひ
ち
う
に
う
ち
を
と
し
あ
け
に
そ
う
た
る
な
き
な
た
ゆ
ん
て
の
か
た
に
な
け
か
け
て
こ
ま
ひ
き
よ
せ
て
う
ち
の

り
城
の
内
へ
つ
つ
と
入
こ
ま
を
か
し
こ
に
の
り
は
な
し
大
な
き
な
た
に
す
か
り
た
ん
し
〳
〵
と
た
ゝ
よ
ひ
あ
ら
く
る
し
や
か
ね
ふ
さ
よ
君

は
い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
か
ね
ふ
さ
む
さ
し
か
手
を
ひ
き
き
み
の
御
ま
へ
い
ま
い
る
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
あ
れ
は
む
さ
し
か
さ
ん
候

こ
ゑ
を
き
け
は
い
に
し
へ
の
む
さ
（
４
６
オ
）
し
す
か
た
は
た
ゝ
お
に
か
み
の
こ
と
し
う
ら
や
ま
し
や
な
へ
ん
け
い
は
し
や
う
を
も
か
へ

す
た
ち
ま
ち
に
あ
ら
人
か
み
と
成
た
る
や
そ
れ
へ
〳
〵
と
あ
り
け
れ
は
う
け
給
と
申
て
お
ち
ゑ
ん
に
つ
つ
と
あ
か
り
か
ふ
と
を
ぬ
い
て
と

ふ
と
を
き
よ
ろ
い
の
袖
を
か
た
し
ひ
て
い
ま
を
か
き
り
と
見
ゆ
る
か
ね
ふ
さ
を
ち
か
つ
け
て
さ
い
こ
に
わ
か
君
を
お
か
み
申
へ
し
か
ね
ふ

さ
わ
か
き
み
を
い
た
き
申
む
さ
し
か
手
に
わ
た
す
へ
ん
け
い
わ
か
君
を
い
た
き
申
お
く
れ
（
４
６
ウ
）
の
か
み
を
か
き
な
て
あ
ら
い
た
は

し
や
か
め
わ
り
さ
か
の
と
う
け
に
て
御
さ
ん
あ
ら
せ
給
ふ
と
き
へ
ん
け
い
か
参
お
ほ
ゆ
を
ひ
か
せ
申
せ
し
か
な
ん
し
は
七
才
ま
て
も
の
あ

や
か
り
と
う
け
給
若
君
の
御
く
わ
ほ
う
を
あ
や
か
ら
せ
た
ま
は
ゝ
は
く
ふ
よ
り
と
も
に
御
あ
や
か
り
候
へ
御
か
い
り
き
は
御
し
ん
ふ
ほ
う

く
わ
ん
ゆ
み
は
た
め
と
も
の
御
ゆ
ん
せ
い
二
そ
う
を
さ
と
つ
て
あ
く
ま
の
物
ゝ
お
そ
れ
ん
は
た
い
ら
の
ち
ゝ
ふ
に
あ
や
か
り
候
へ
う
ち
も

の
め
さ
れ
も
の
ゝ
ほ
（
４
７
オ
）
ね
き
つ
て
人
に
お
ち
ら
れ
た
ら
ん
す
る
は
物
ゝ
か
す
に
は
あ
ら
ね
と
も
か
く
申
む
さ
し
に
御
あ
や
か
り

候
へ
命
の
な
か
く
わ
た
ら
せ
給た

ま

は
ん
は
み
う
ら
の
大
助
百
六
つ
に
な
り
し
に
あ
や
か
ら
せ
給
へ
と
申
せ
し
事
か
夢
と
な
り
い
ま
た
十
に
も

た
ら
す
し
て
衣
川
の
水
の
あ
は
と
き
え
た
ま
わ
ん
い
た
わ
し
や
と
は
ら
〳
〵
と
な
き
け
れ
は
あ
ら
い
た
わ
し
や
わ
か
君
は
な
に
の
よ
し
み

を
も
し
ろ
し
め
さ
れ
さ
り
し
か
へ
ん
け
ひ
か
あ
ら
け
な
き
出
た
ち
に
も
（
４
７
ウ
）
お
ち
た
ま
は
す
む
な
い
た
を
く
た
り
に
あ
け
の
ち
し
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を
に
そ
め
か
へ
し
な
か
る
ゝ
ち
を
御
ら
ん
し
て
い
た
い
け
し
た
る
御
手
に
て
か
き
な
て
さ
せ
給
ひ
つ
ゝ
ひ
し
〳
〵
と
い
た〻

〻

〻

〻

き
つ
き
わ
つ
と

さ
け
は
せ
給
ふ
に
そ
御
ま
へ
の
女
ほ
う
お
す
へ
の
人
か
ね
ふ
さ
も
む
さ
し
も
き
へ
入
や
う
に
な
き
に
け
り
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
へ
ん

け
い
か
さ
い
こ
に
さ
け
を
の
ま
せ
よ
う
け
給
と
申
ま
き
へ
の
ち
や
う
し
に
も
み
ち
の
か
わ
ら
け
と
り
そ
へ
て
御
ま
へ
に
ま
い
ら
せ
あ
く
る

ほ
う
（
４
８
オ
）
く
わ
ん
と
り
あ
け
さ
せ
給
ひ
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
事
な
れ
と
も
こ
れ
は
二
世
ま
て
の
さ
か
つ
き
さ
す
そ
は
や
た
ま
わ
れ
へ

ん
け
い
あ
ま
り
の
か
た
し
け
な
さ
に
三
と
い
た
ゝ
き
た
ふ
〳
〵
と
一
つ
う
け
ゆ
く
〳
〵
と
は
ほ
し
け
れ
と
も
あ
ら
な
に
と
も
な
や
ふ
ゑ
か

き
れ
た
る
事
な
れ
は
ち
に
ま
し
は
り
て
此
さ
け
か
む
な
い
た
を
く
た
り
に
さ
ら
り
〳
〵
と
な
か
れ
け
り
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
べ
む
け

い
か
さ
い
こ
も
ち
か
つ
く
そ
ね
ん
ふ
つ
す
ゝ
め
よ
か
ね
ふ
さ
（
４
８
ウ
）
う
け
給
つ
て
ね
ん
ふ
つ
を
す
ゝ
め
け
れ
は
お
く
か
た
の
く
ん
ひ

や
う
此
よ
し
を
き
く
よ
り
も
城
の
う
ち
に
ね
ん
仏
の
こ
ゑ
の
き
こ
ふ
る
は
へ
ん
け
い
か
は
ら
き
る
か
た
い
か
う
一
の
つ
わ
も
の
ゝ
は
ら
き

る
や
う
を
み
ん
と
て
わ
れ
さ
き
に
〳
〵
と
み
た
れ
入
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
す
わ
や
か
た
き
の
い
か
つ
く
に
へ
ん
け
ひ
は
は
ら
を
き
れ

か
ね
ふ
さ
は
ふ
せ
き
や
い
よ
御
き
や
う
せ
ん
す
る
間
と
て
御
さ
を
た
ゝ
せ
給
へ
は
へ
ん
け
い
か
た
き
の
よ
は
は
る
こ
ゑ
を
ち
か
ら
と

（
４
９
オ
）
し
て
な
き
な
た
に
す
か
り
大
庭
に
と
ん
て
お
り
又
た
ん
ち
〳
〵
と
た
ゝ
よ
う
ほ
う
く
わ
ん
御
ら
ん
し
て
ま
た
き
つ
て
出
る
か

む
さ
し
さ
ん
候
と
申
ほ
う
く
わ
ん
と
り
あ
へ
さ
せ
た
ま
は
す　
　

後
の
世
も
又
の
ち
の
世
も
め
く
り
あ
へ
そ
の
む
ら
さ
き
の
く
も
の
う
へ

ま
て
へ
ん
け
い
う
け
給
御
へ
ん
歌
と
お
ほ
し
く
て
か
く
は
か
り　
　

六
道
の
ち
ま
た
の
す
え
に
ま
てつ

そよ
君
を
く
れ
さ
き
た
つ
な
ら
ひ
有
と

も　

か
や
う
に
ゑ
ひ
し
ほ
り
の
ふ
な
は
（
４
９
ウ
）
し
か
う
〳
〵
と
わ
た
り
け
り
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
此
よ
し
を
み
る
よ
り
も
あ
ら

お
そ
ろ
し
や
又
へ
ん
け
い
か
き
つ
て
か
か
る
こ
ゝ
を
ひ
け
と
い
ふ
ま
ゝ
に
わ
れ
さ
き
に
と
に
け
に
け
り
こ
ろ
も
川
を
さ
つ
と
こ
し
む
か
ひ

の
は
た
に
て
ひ
や
う
と
う
す
る
つ
は
も
の
十
七
八
き
き
り
ふ
せ
こ
な
た
の
は
ゝ
た
へ
か
へ
ら
ん
と
し
た
り
し
か
し
た
ひ
に
し
や
う
ね
み
た

る
れ
は
に
し
む
き
に
つ
つ
た
ち
な
き
な
た
ま
さ
こ
に
ゆ
り
た
て
ゝ
く
わ
う
み
や
う
（
５
０
オ
）
し
ん
こ
ん
と
な
へ
つ
ゝ
し
や
う
ね
ん

四三

十
八
に
し
て
衣
川
の
た
ち
お
ふ
ち
や
う
を
き
せ
ん
上
下
を
し
な
へ
て
を
し
ま
ぬ
物
は
な
か
り
け
り
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
此
よ
し
を
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見
る
よ
り
も
あ
ら
お
そ
ろ
し
や
へ
ん
け
い
か
そ
ら
し
に
し
て
い
た
る
こ
と
よ
と
て
ち
か
つ
く
も
の
こ
そ
な
か
り
け
り
い
さ
や
と
を
め
に
い

て
と
ら
ん
と
て
さ
し
つ
め
ひ
き
つ
め
さ
ん
〳
〵
に
い
た
り
け
り
も
と
よ
り
し
ん
た
る
へ
ん
け
い
に
て
そ
の
身
を
ち
つ
（
５
０
ウ
）
と
も
い

た
ま
す
ぬ
ま
さ
き
の
し
や
う
し
か
此
よ
し
を
見
る
よ
り
も
お
く
ひ
や
う
な
る
か
た
〳
〵
か
な
た
ち
し
に
し
た
る
へ
ん
け
い
を
つ
き
た
を
せ

と
よ
は
わ
つ
た
り
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
こ
れ
を
き
ゝ
心
へ
た
り
と
い
ふ
ま
ゝ
に
二
十
き
卅
き
我
も
〳
〵
と
か
け
よ
せ
け
れ
と
も
お
そ

れ
て
ち
か
つ
く
も
の
は
な
し
ぬ
ま
さ
き
此
よ
し
み
る
よ
り
も
さ
て
も
ま
い
な
き
人
々
か
な
い
て
〳
〵
ぬ
ま
さ
き
つ
か
ん
と
て
こ
ま
は
ら
〳

〵
と
か
け
よ
せ
（
５
１
オ
）
ゆ
み
の
は
つ
を
と
り
な
を
し
ゑ
い
と
い
ふ
て
つ
き
け
れ
は
わ
れ
も
〳
〵
と
つ
く
ほ
と
に
へ
ん
け
い
を
ま
へ
ゑ

か
つ
は
と
つ
き
ふ
せ
た
り
も
つ
た
る
な
き
な
た
は
ね
け
れ
は
ぬ
ま
さ
き
此
よ
し
見
る
よ
り
も
又
へ
ん
け
い
か
そ
ら
し
に
し
た
る
と
心
へ
て

馬
よ
り
も
こ
ろ
ひ
お
ち
ふ
か
き
ふ
ち
に
し
つ
み
あ
し
た
の
露
と
な
つ
た
り
け
り
か
の
ぬ
ま
さ
き
を
に
く
ま
ぬ
物
こ
そ
な
か
り
け
れ
お
く
か

た
の
く
ん
ひ
や
う
へ
ん
け
い
か
う
（
５
１
ウ
）
た
れ
ぬ
る
よ
と
よ
は
は
る
こ
ゑ
は
ひ
ま
も
な
し
ほ
う
く
わ
ん
き
こ
し
め
し
か
ね
ふ
さ
を
め

さ
れ
へ
ん
け
い
か
う
た
る
ゝ
う
へ
は
き
け
い
も
は
ら
を
き
る
へ
し
さ
あ
ら
ん
と
き
は
き
た
の
か
た
二
人
の
わ
か
を
も
よ
き
に
か
ひ
し
や
く

つ
か
ま
つ
れ
か
ね
ふ
さ
う
け
た
ま
わ
つ
て
御
ま
へ
を
ま
か
り
た
ち
れ
ん
中
に
参
り
し
や
う
ね
ん
四
才
に
な
ら
せ
給
ふ
わ
か
君
に
む
か
ひ
申

て
御
さ
い
こ
な
り
と
申
さ
れ
け
れ
は
若
き
み
殿
は
き
こ
し
め
し
（
５
２
オ
）
さ
い
こ
と
は
な
に
の
こ
と
そ
と
仰
け
る
か
ね
ふ
さ
う
け
た
ま

わ
つ
て
さ
ん
候
御
さ
い
こ
と
は
に
し
に
む
か
わ
せ
給
ひ
て
あ
み
た
の
み
や
う
か
う
を
と
な
へ
さ
せ
給
へ
は
こ
れ
よ
り
西
方
こ
く
らラ

く
せ
か

ひ
と
申
て
ゆ
か
し
き
御
所
の
候
に
御
参
候
む
さ
し
も
さ
き
へ
ま
い
ら
る
ゝ
か
ね
ふ
さ
も
や
か
て
御
と
も
と
申
さ
れ
け
れ
は
あ
ら
い
た
は
し

や
わ
か
君
に
し
は
い
つ
く
と
の
た
ま
い
て
御
手
を
あ
わ
せ
給
ふ
と
こ
ろ
を
こ
し
の
か
た
な
を
す
る
り
と
ぬ
き
心
も
と
を
（
５
２
ウ
）
一
か

た
な
と
を
し
申
せ
は
い
た
わ
し
や
あ
つ
と
は
か
り
を
さ
い
こ
に
て
露
と
き
へ
さ
せ
給
ひ
け
り
お
と
わ
か
と
の
を
も
お
な
し
こ
と
く
に
な
し

申
御
せ
ん
様
に
む
か
ひ
申
御
さ
い
こ
な
り
と
申
け
る
あ
ら
い
た
は
し
や
き
た
の
御
か
た
に
は
御
き
や
う
あ
そ
は
し
た
ま
ひ
し
か
に
し
に
む

か
わ
せ
給
ひ
て
は
や
と
く
〳
〵
と
の
給
ひ
し
を
見
あ
け
た
て
ま
つ
る
に
い
つ
く
に
た
ち
の
た
て
と
も
あ
ら
さ
れ
は
思
ひ
き
り
た
る
か
ね
ふ
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さ
も
な
く
よ
り
ほ
か
の
こ
と
は
な
（
５
３
オ
）
し
か
ね
ふ
さ
あ
ま
り
の
か
な
し
さ
に
ひ
と
り
こ
と
を
そ
く
と
き
け
る
あ
わ
れ
わ
か
き
か
た

〳
〵
と
と
も
に
う
ち
し
に
を
な
す
な
ら
は
か
ほ
と
に
も
の
は
お
も
ふ
ま
し
と
は
ら
〳
〵
と
こ
そ
な
き
に
け
る
み
た
ひ
此
よ
し
き
こ
し
め
し

は
か
な
の
物
ゝ
い
ひ
こ
と
や
は
や
と
く
〳
〵
と
の
給
へ
は
か
ね
ふ
さ
う
け
給
よ
は
き
心
を
引
か
へ
て
こ
し
の
か
た
な
を
す
る
り
と
ぬ
き
御

心
も
と
を
一
か
た
な
と
を
し
申
せ
は
い
た
わ
し
や
御
手
を
あ
わ
せ
天
上
天
下
ゆ
ひ
か
と
く
そ
ん
と
（
５
３
ウ
）
し
た
ひ
を
つ
か
さ
と
り
つ

ゐ
に
は
つ
ち
に
か
へ
す
な
り
な
む
あ
み
た
ふ
つ
と
さ
い
こ
に
て
御
と
し
廿
四
才
と
申
に
は
あ
し
た
の
露
と
き
え
給
ふ
い
た
は
し
し
と
も
中

〳
〵
に
申
は
か
り
は
な
か
り
け
り
そ
の
ゝ
ち
か
ね
ふ
さ
君
の
御
ま
へ
に
参
み
な
〳
〵
御
か
い
し
や
く
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
申
け
る
ほ
う
く

わ
ん
き
こ
し
め
さ
れ
て
い
し
う
も
つ
か
ま
つ
り
て
有
い
て
〳
〵
さ
ら
は
よ
し
つ
ね
も
は
ら
を
き
ら
ん
と
の
た
ま
ひ
て
に
し
に
む
か
わ
せ
給

ひ
て
御
き
（
５
４
オ
）
や
う
の
ゆ
う
も
ん
こ
と
〳
〵
く
あ
そ
は
し
給
ひ
て
こ
し
の
か
た
な
を
と
り
な
を
し
心
も
と
に
さ
し
た
て
ゝ
は
か
ま

の
き
ゝ
は
へ
お
し
お
ろ
し
な
ん
ほ
う
き
つ
た
と
お
ほ
せ
け
れ
は
か
ね
ふ
さ
う
け
給
す
ゝ
し
く
き
ら
せ
給
ひ
け
り
し
は
ら
く
ま
た
せ
給
へ
と

て
ひ
や
う
ふ
し
や
う
し
に
火
を
か
け
て
ん
か
い
か
す
み
と
や
き
あ
け
は
ら
十
も
ん
し
に
か
き
き
つ
て
さ
う
を
つ
か
ん
て
く
り
出
し
き
け
い

の
御
く
ひ
は
ら
の
中
へ
お
し
入
申
み
や
う
（
５
４
ウ
）
く
わ
の
中
へ
と
ん
て
入
お
な
し
け
ふ
り
と
な
つ
た
り
け
る
か
の
か
ね
ふ
さ
か
ふ
る

ま
ひ
は
た
ゝ
人
間
の
わ
さ
に
て
な
か
り
け
り
み
や
う
く
わ
し
つ
ま
り
け
れ
は
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
と
も
我
も
〳
〵
と
み
た
れ
入
九
人

の
人
々
の
く
ひ
を
給
か
ま
く
ら
へ
の
ほ
せ
申
よ
り
と
も
の
御
め
に
か
く
る
い
つ
れ
も
や
け
く
ひ
な
れ
は
よ
し
つ
ね
の
御
く
ひ
を
見
し
る
人

こ
そ
な
か
り
け
る
し
よ
大
み
や
う
の
そ
の
中
に
ち
ゝ
ふ
の
し
け
た
ゝ
御
ま
へ
（
５
５
オ
）
を
ま
か
り
た
つ
て
い
つ
れ
も
御
き
や
う
た
い
に

は
み
し
る
し
る
し
の
候
と
て
よ
し
つ
ね
の
御
く
ひ
と
お
ほ
し
き
を
か
う
か
い
を
も
つ
て
御
く
ち
（
の
）
う
ち
を
あ
け
て
見
た
て
ま
つ
る
に

あ
ん
の
こ
と
く
む
か
ふ
は
そ
ら
せ
給
ひ
け
る
こ
れ
こ
そ
き
け
い
の
御
く
ひ
と
申
又
よ
く
あ
け
て
み
た
ま
ふ
に
ま
き
物
一
く
わ
ん
ふ
く
み
給

ふ
し
け
た
ゝ
と
り
も
あ
へ
す
御
ま
へ
に
ひ
さ
ま
つ
ひ
て
た
か
ら
か
に
こ
そ
よ
ふ
た
り
け
る　
　

き
け
い
ま
（
５
５
ウ
）
つ
こ
に
つ
つ
し
ん

て
申
い
や
し
く
も
せ
い
わ
の
う
て
な
を
い
て
ゝ
た
ゝ
の
ま
ん
ち
う
の
い
ゑ
を
つ
き
し
よ
り
此
か
た
ま
ゝ
ち
ゝ
き
よ
も
り
に
せ
は
め
ら
れ
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は
ゝ
の
く
わ
い
中
に
い
た
か
れ
や
ま
と
の
国
う
た
の
こ
ほ
り
に
お
も
む
き
し
よ
り
一
日
へ
ん
し
も
あ
ん
と
の
思
ひ
を
ち
う
せ
す
天
下
に
お

こ
る
へ
い
け
を
は
よ
し
つ
ね
一
人
に
あ
つ
け
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
に
ち
よ
く
せ
ん
の
御
つ
か
ひ
に
ゑ
ら
ま
れ
か
ゝ
た
る
か
ん
せ
き
に
し
ゆ
ん
め

に
む
ち
（
５
６
オ
）
う
つ
て
木
の
ね
を
ま
く
ら
と
し
か
た
き
の
た
め
に
命
を
を
し
ま
す
又
有
時
は
ま
ん
〳
〵
た
る
大
か
ひ
に
ふ風

波う
は
の
な

む
を
し
の
き
身
を
か
い
中
に
し
つ
め
ん
こ
と
を
い
た
ふ
す
か
は
ね
を
け
い
け
い
か
あ
き
と
に
か
け
天
下
に
お
こ
る
へ
い
け
を
は
三
と
せ
三

月
に
せ
め
か
た
ふ
け
大
い
と
の
ふ
し
を
い
け
と
り
京
か
ま
く
ら
に
わ
た
し
け
ん
し
の
く
わ
い
け
ひ
の
ち
し
よ
く
を
き
よ
む
所
に
か
ち
わ
ら

一
人
の
さ
ん
け
ん
に
よ
つ
て
（
５
６
ウ
）
は
く
た
い
の
ち
う
こ
う
を
む
な
し
う
し
し
ん
の
き
や
う
て
い
を
わ
す
か
の
さ
ふ
ら
ひ
一
人
に
お

ほ
し
め
し
か
へ
ら
る
ゝ
こ
と
も
そ
の
身
の
ふ
う
む
と
存
る
か
は
た
ま
た
せ
ん
世
の
か
う
い
ん
を
か
ん
す
る
に
も
に
た
り
あ
ふ
き
ね
か
は
く

は
か
ち
わ
ら
ふ
し
の
く
ひ
を
き
つ
て
き
け
い
に
た
ふ
け
給
は
ゝ
こ
ん
ち
や
う
後
し
や
う
の
う
ら
み
有
へ
か
ら
す
は
ん
た
ん
お
ほ
し
と
い
へ

と
も
筆
し
に
つ
く
し
か
た
し
恐
惶
謹
申
よ
し
つ
ね
は
ん
と
そ
よ
み
あ
け
（
５
７
オ
）
た
り
よ
り
と
も
き
こ
し
め
し
御
き
や
う
た
い
の
御
な

か
と
う
り
し
こ
く
に
覚
し
め
し
さ
て
も
か
ち
は
ら
さ
か
ろ
の
い
こ
ん
に
よ
つ
て
た
は
か
る
と
も
ひ
て
ひ
ら
う
き
世
に
あ
る
な
ら
は
か
ほ
と

の
こ
と
は
有
ま
し
き
に
い
く
ほ
と
な
く
て
そ
の
こ
と
も
心
か
わ
り
を
つ
か
ま
つ
り
三
代
さ
う
お
ん
の
し
う
の
く
ひ
を
き
つ
た
る
や
つ
は
ら

に
い
か
な
る
を
ん
を
あ
た
へ
へ
き
と
か
き
く
と
く
よ
ふ
に
の
給
へ
は
と
ふ
り
を
し
ら
ぬ
さ
ふ
ら
ひ
も
見
（
５
７
ウ
）
な
か
ん
る
ひ
を
な
か

し
け
る
お
く
か
た
の
く
ん
ひ
や
う
此
よ
し
を
う
け
給
つ
て
み
な
ち
り
〳
〵
に
成
た
り
け
り
か
ち
は
ら
此
よ
し
を
み
る
よ
り
も
か
な
わ
し
と

や
思
ひ
け
ん
御
ま
へ
を
ま
か
り
た
ち
く
ら
お
く
ひ
ま
も
あ
ら
は
こ
そ
は
た
か
せ
に
う
ち
の
つ
て
み
や
こ
を
さ
し
て
に
け
に
け
り
か
ゝ
る
と

こ
ろ
に
う
ん
の
き
わ
め
の
か
な
し
さ
は
す
る
か
の
国
の
住
人
た
か
は
し
の
よ
い
ち
か
ま
と
を
い
さ
せ
て
い
た
り
し
そ
の
ま
へ
を
の
り
う

（
５
８
オ
）
ち
し
て
そ
と
を
り
け
る
た
か
は
し
こ
れ
を
見
る
よ
り
も
君
の
お
ほ
せ
は
と
も
か
く
も
さ
ふ
ら
ひ
の
ま
と
の
ま
へ
を
む
ま
に
の

り
て
と
を
る
事
き
つ
く
わ
い
な
り
と
い
ふ
ま
ゝ
に
も
と
よ
り
は
け
た
る
ま
と
や
に
て
よ
つ
ひ
き
ひ
や
う
と
は
な
つ
ゆ
ん
て
の
わ
き
よ
り
も

め
手
の
わ
き
へ
く
つ
と
ぬ
け
五
十
七
と
申
に
は
あ
し
た
の
露
と
そ
き
へ
に
け
る
お
な
し
く
へ
い
じ
を
い
け
と
り
て
す
る
か
の
も
り
に
て
き
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ら
れ
け
り
ち
や
く
（
５
８
ウ
）
し
の
け
ん
た
も
き
ら
れ
つ
へ
き
に
て
あ
り
け
れ
と
も
と
と
の
か
ふ
み
や
う
い
た
す
ゆ
へ
さ
ら
は
な
か
せ
と

の
給
ひ
て
さ
い
か
い
の
は
と
う
ま
て
な
か
さ
れ
け
る
と
き
こ
へ
け
る
く
さ
の
か
け
に
て
よ
し
つ
ね
つ
ゐ
に
か
た
き
を
と
り
給
ふ
上
下
は
ん

み
ん
を
し
な
へ
て
か
ん
せ
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
（
５
９
オ
）

〔
注
〕

（
1
）�

小
林
健
二
「
固
定
前
の
幸
若
舞
曲
に
関
す
る
一
考
察
―
大
方
家
本
「
高
館
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
中
世
劇
文
学
の
研
究
―
能
と
幸

若
舞
曲
―
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
2
）
荒
木
繁
「
判
官
物
の
幸
若
舞
曲
と
「
義
経
記
」
」
（
『
語
り
物
と
近
世
の
劇
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
九
三
年
）
。

（
3
）�

白
石
手
簡
「
与あ

さ
か
た
ん
ぱ
く
に
あ
た
う
る
し
ょ

安
積
澹
泊
書
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
私

に
句
読
点
を
付
し
た
）
。

　
　

一　

�

義
経
の
事
、
東
鑑
に
付
て
思
召
寄
ら
れ
候
御
事
、
御
尤
の
至
奉
レ

存
候
。
是
も
近
き
世
に
仕
候
も
の
と
は
見
え
ず
候
。
高
館
草

紙
と
申
物
に
は
、
義
経
よ
り
先
に
泉
三
郎
は
討
た
れ
候
と
有
レ

之
候
。
東
鑑
に
は
、
遥
に
義
経
の
事
候
ひ
し
後
に
泉
三
郎
は
う

た
れ
候
よ
し
見
え
候
。
是
に
付
候
て
も
愚
存
な
き
に
非
ず
候
。
直
ぐ
に
行
け
ば
八
町
廻
れ
ば
十
六
町
と
か
候
を
弁
慶
を
援
兵
に

越
さ
れ
候
と
か
草
紙
に
候
。
今
も
高
館
よ
り
泉
が
城
と
申
す
へ
其
地
□
里
と
申
事
に
候
。
是
等
を
以
考
候
に
も
義
経
は
泉
が
城

へ
逃
れ
ら
れ
泉
三
郎
の
事
の
後
に
発
覚
し
候
て
軍
も
有
レ

之
候
か
。
東
鑑
は
実
説
た
る
べ
く
候
。
又
高
館
草
紙
に
は
義
経
は
自

殺
の
後
に
家
に
火
を
放
た
れ
候
と
見
え
候
。
焼
首
に
て
程
を
経
候
な
ど
い
か
に
も
慥
な
ら
ぬ
様
の
事
、
頼
朝
も
そ
し
ら
ず
に
て

気
遣
な
し
に
東
伐
と
見
え
候
か
。
（
『
新
井
白
石
全
集
』
第
五
、
国
書
刊
行
会
）

（
4
）�

池
田
広
司
「
幸
若
舞
曲
高
館
の
校
本
研
究
」
（
『
和
光
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
三
、
一
九
七
九
年
三
月
）
、
小
林
健
二
「
固
定
前
の
幸
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若
舞
曲
に
関
す
る
一
考
察
―
大
方
家
本
「
高
館
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
中
世
劇
文
学
の
研
究
―
能
と
幸
若
舞
曲
―
』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）
。

（
5
）�
村
上
学
「
幸
若
舞
曲
原
態
へ
の
模
索
―
「
含
状
」
「
山
中
常
盤
」
を
手
が
か
り
と
し
て
」
（
吾
郷
寅
之
進
編
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
一
、

三
弥
井
書
店
、
一
九
七
九
年
）
、
小
林
健
二
「
十
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
幸
若
舞
曲
享
受
の
一
様
相
―
梵
舜
の
書
写
活
動
を
め
ぐ
っ

て
―
」
（
松
尾
葦
江
編
『
軍
記
物
語
講
座　

第
四
巻　

乱
世
を
語
り
つ
ぐ
』
花
鳥
社
、
二
〇
二
〇
年
）
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